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す
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次
の
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正
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欄
に
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げ
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定
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る
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分
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連
続
す
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数
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規
定
を
記
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よ
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括
し
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標
記
し
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所
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含
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二
重
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以
下
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象
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定
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う
。
）
は
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正
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欄
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げ
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対
象
規
定
を
改
正
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欄
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げ
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対
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規
定
と
し
て
移

動
し
、
改
正
後
欄
に
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げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



改 正 後 改 正 前

目次 目次

［第１章・第２章 略］ ［第１章・第２章 同左］

第３章 特定小型原動機付自転車や自転車に乗る人の心得 第３章 自転車に乗る人の心得

第１節 特定小型原動機付自転車の正しい乗り方

第２節 自転車の正しい乗り方 第１節 自転車の正しい乗り方

第３節 安全な通行 第２節 安全な通行

第４章 自動車や一般原動機付自転車を運転する前の心得 第４章 自動車を運転する前の心得

［第１節～第５節 略］ ［第１節～第５節 同左］

第５章 自動車や一般原動機付自転車の運転の方法 第５章 自動車の運転の方法

［第１節～第９節 略］ ［第１節～第９節 同左］

［第６章～第11章 略］ ［第６章～第11章 同左］

用語のまとめ 用語のまとめ

付表 付表

［１～５ 略］ ［１～５ 同左］

第１章 歩行者と運転者に共通の心得 第１章 歩行者と運転者に共通の心得

車は、私たちの生活から切り離せない身近な文明の利器になつて ［同左］

います。しかし、その反面、使い方を誤まると悲惨な交通事故を起

こす凶器になつたり、騒音、振動などにより沿道住民に大きな被害

を及ぼす原因になつたりします。また、自分勝手な通行の仕方がも

とで争いが生じ、人間関係を険悪化させる場面も日常よく見受けら

れます。



くるま社会においては、歩行者も運転者もそれぞれの責任を自覚

して、周りの人に迷惑を掛けず、安全、快適に通行することができ

るような交通環境をつくりあげるよう努めなければなりません。そ

のためには、あらかじめ、車と交通について正しい知識を持ち、正

しい交通の方法を身に付けておくとともに、実際の交通の場におい

ても、自分本位でなく相手に対する思いやりの気持ちを持つて、判

断し、行動することが必要です。

この教則は、歩行者と運転者が、それぞれの責任を自覚して、安

全、快適なくるま社会を築いていくための手引きとして作られたも

のです。繰り返し読んで、正しい交通の方法を理解し、身に付ける

とともに、友人や家族、特に子供たちにも折に触れて教えてあげる

ようにして下さい。

第１節 基本的な心構え 第１節 基本的な心構え

１ ［略］ １ ［同左］

２ 道路を通行するときの心構え ２ ［同左］

道路を通行するときは、決められた交通規則を守ることはもち ［同左］

ろん、それ以外にも、道路や交通の状況に応じて、個々に細かい

配慮をしなければなりません。ほかの人々が安全に通行できるよ

うに配慮することは、運転者や歩行者としての社会的責任でもあ

ります。道路を通行するときには、次のような心構えを忘れない

ようにしましよう。

［(１)～(４) 略］ ［(１)～(４) 同左］

(５) 自動車の運転者はもちろん、歩行者、特定小型原動機付自転 (５) 自動車の運転者はもちろん、歩行者や自転車に乗る人も、自

車（第３章第１節２の特定小型原動機付自転車をいいます。） 動車の死角、内輪差など自動車の特性をよく知つておくこと。



や自転車に乗る人も、自動車の死角、内輪差など自動車の特性

をよく知つておくこと。

［(６)～(８) 略］ ［(６)～(８) 同左］

第２節 信号、標識・標示に従うこと 第２節 信号、標識・標示に従うこと

１ 信号の意味 １ ［同左］

［(１)・(２) 略］ ［(１)・(２) 同左］

(３) 人の形の記号のある信号は、歩行者及び遠隔操作型小型車（ (３) 人の形の記号のある信号は、歩行者及び遠隔操作型小型車（

遠隔操作により道路を通行しているものに限ります。以下この 遠隔操作により道路を通行しているものに限ります。以下この

(３)において同じです。）と横断歩道を進行する特例特定小型原 (３)において同じです。）と横断歩道を進行する普通自転車（第

動機付自転車（第３章第３節１(３)の特例特定小型原動機付自転 ３章第１節３の普通自転車をいいます。）に対するものですが

車をいいます。）及び普通自転車（第３章第２節３の普通自転 、その他の自転車もその信号機に「歩行者・自転車専用」と表

車をいいます。）に対するものですが、特定小型原動機付自転 示されている（付表２(１)）場合は、その信号機の信号に従わな

車及びその他の自転車もその信号機に「歩行者・自転車専用」 ければなりません。この場合の信号機の信号の意味は付表１(２)

と表示されている（付表２(１)）場合は、その信号機の信号に従 のとおりです。また、「バス専用」などの標示板（付表２(１)）

わなければなりません。この場合の信号機の信号の意味は付表 のある信号機の信号は、その示されている車（注１）を対象と

１(２)のとおりです。また、「バス専用」などの標示板（付表２ しています。このように車や歩行者及び遠隔操作型小型車に対

(１)）のある信号機の信号は、その示されている車（注１）を対 して信号が特定されているときは、その特定された信号に従わ

象としています。このように車や歩行者及び遠隔操作型小型車 なければなりません。

に対して信号が特定されているときは、その特定された信号に

従わなければなりません。

(４) 道路の左端や信号機に、白地に青の左向きの矢印の標示板（ (４) 道路の左端や信号機に、白地に青の左向きの矢印の標示板（

付表２(２)）のあるときは、車は、前方の信号が赤や黄であつて 付表２(２)）のあるときは、車は、前方の信号が赤や黄であつて

も、歩行者など周りの交通に注意しながら左折できます。この も、歩行者など周りの交通に注意しながら左折できます。この

場合、信号機の信号に従つて横断している歩行者、特定小型原 場合、信号機の信号に従つて横断している歩行者や自転車の通



動機付自転車や自転車の通行を妨げてはいけません。 行を妨げてはいけません。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］

第２章 歩行者の心得 第２章 歩行者の心得

歩行者は、この章に書かれている事柄を守りましよう。 ［同左］

第１節 歩行者と同じ交通規則となる人 第１節 歩行者と同じ交通規則となる人

次の人の交通規則は、歩行者と同じです。 ［同左］

１ 移動用小型車を通行させている人 １ 移動用小型車を通行させている人

移動用小型車は、人の移動の用に供するための原動機を用いる 移動用小型車は、人の移動の用に供するための原動機を用いる

小型の車（遠隔操作により通行させることができるものを除きま 小型の車（遠隔操作により通行させることができるものを除きま

す。）であつて、次の基準を満たすもののうち、身体障害者用の す。）であつて、次の基準を満たすもののうち、身体障害者用の

車以外のものをいいます。移動用小型車は、努めてこれらの基準 車以外のものをいいます。ＴＳマークの付いたものは、これらの

を満たしているＴＳマークの付いたものを使いましよう。 基準を満たしています。

なお、移動用小型車を道路において通行させる人は、移動用小 なお、移動用小型車を道路において通行させる人は、移動用小

型車マーク（付表５(１)）を付けなければなりません。 型車マーク（付表５(１)）を付けなければなりません。

［(１)～(４) 略］ ［(１)～(４) 同左］

２ 身体障害者用の車を通行させている人 ２ 身体障害者用の車を通行させている人

原動機を用いる身体障害者用の車は、次の基準を満たすものに 原動機を用いる身体障害者用の車は、次の基準を満たすものに

限られ、遠隔操作により通行させることができるものは除かれま 限られ、遠隔操作により通行させることができるものは除かれま

す。原動機を用いる身体障害者用の車は、努めてこれらの基準を す。ＴＳマークの付いたものは、これらの基準を満たしています

満たしているＴＳマークの付いたものを使いましよう。 。

［(１)～(４) 略］ ［(１)～(４) 同左］

(５) 自動車や原動機付自転車（一般原動機付自転車（注２）と特 (５) 自動車や原動機付自転車と紛らわしくない外観であること。

定小型原動機付自転車をいいます。）と紛らわしくない外観で

あること。



３ 遠隔操作を行わないで遠隔操作型小型車を通行させている人 ３ 遠隔操作を行わないで遠隔操作型小型車を通行させている人

遠隔操作型小型車は、人又は物の運送の用に供するための原動 遠隔操作型小型車は、人又は物の運送の用に供するための原動

機を用いる小型の車であつて、遠隔操作により通行させることが 機を用いる小型の車であつて、遠隔操作により通行させることが

できるもののうち、車体の大きさ及び構造が(１)の基準を満たすも できるもののうち、車体の大きさ及び構造が(１)の基準を満たすも

のであり、かつ、(２)の基準を満たす非常停止装置を備えているも のであり、かつ、(２)の基準を満たす非常停止装置を備えているも

のをいいます。遠隔操作型小型車は、努めてこれらの基準を満た のをいいます。ＴＳマークの付いたものは、これらの基準を満た

しているＴＳマークの付いたものを使いましよう。 しています。

なお、遠隔操作型小型車を道路において通行させる人は、遠隔 なお、遠隔操作型小型車を道路において通行させる人は、遠隔

操作型小型車マーク（付表５(２)）を付けなければなりません。 操作型小型車マーク（付表５(２)）を付けなければなりません。

［(１)・(２) 略］ ［(１)・(２) 同左］

４ ［略］ ４ ［同左］

５ 歩行補助車、乳母車やショッピング・カート（台車など）を通 ５ 歩行補助車、乳母車やショッピング・カート（台車など）を通

行させている人 行させている人

原動機を用いる歩行補助車、乳母車又はショッピング・カート 原動機を用いる歩行補助車、乳母車又はショッピング・カート

については、次の基準を満たすものに限られます。原動機を用い については、次の基準を満たすものに限られます。ＴＳマークの

る歩行補助車、乳母車又はショッピング・カートは、努めてこれ 付いたものは、これらの基準を満たしています。

らの基準を満たしているＴＳマークの付いたものを使いましよう

。

［(１)～(５) 略］ ［(１)～(５) 同左］

６ ［略］ ６ ［同左］

［略］ ［同左］

７ 大型自動二輪車、普通自動二輪車、二輪の一般原動機付自転車 ７ 大型自動二輪車、普通自動二輪車、二輪の原動機付自転車や自

、特定小型原動機付自転車や自転車を押して歩いている人 転車を押して歩いている人

第２節 歩行者などの通るところ 第２節 歩行者などの通るところ



１ 歩道や幅の十分な路側帯(注３)がある道路では、道路工事など １ 歩道や幅の十分な路側帯(注２)がある道路では、道路工事など

で通行できない場合を除き、その歩道や路側帯を通らなければな で通行できない場合を除き、その歩道や路側帯を通らなければな

りません。 りません。

［２・３ 略］ ［２・３ 同左］

４ 歩行者用道路(注４)では、歩行者及び遠隔操作型小型車は道路 ４ 歩行者用道路(注３)では、歩行者及び遠隔操作型小型車は道路

の中央部を通ることができますが、通行の認められた車が通るこ の中央部を通ることができますが、通行の認められた車が通るこ

とがありますから、注意しましよう。 とがありますから、注意しましよう。

５ ［略］ ５ ［同左］

注２ 一般原動機付自転車……二輪のもの及び内閣総理大臣が指 ［加える。］

定する三輪以上のものにあつては

、総排気量については50cc以下、

定格出力については0.60キロワッ

ト以下、その他のものにあつては

、総排気量については20cc以下、

定格出力については0.25キロワッ

ト以下の総排気量又は定格出力を

有する原動機付自転車であつて、

特定小型原動機付自転車に該当す

るもの以外のものをいいます。

［注３・注４ 略］ ［注２・注３ 同左］

第３章 特定小型原動機付自転車や自転車に乗る人の心得 第３章 自転車に乗る人の心得

特定小型原動機付自転車や自転車の通行方法は、特別の場合のほ 自転車の通行方法は、特別の場合のほかは自動車と同じです。自

かは自動車と同じです。特定小型原動機付自転車や自転車に乗ると 転車に乗るときは、特にこの章に書かれている事柄に注意しましよ

きは、特にこの章に書かれている事柄に注意しましよう。 う。



第１節 特定小型原動機付自転車の正しい乗り方 ［節を加える。］

１ 特定小型原動機付自転車に乗るに当たつての心得

(１) 酒を飲んだときや疲れが激しいときは、乗つてはいけません

。

(２) ハンドル、ブレーキ、灯火装置その他の各装置が整備されて

いないため、交通の危険を生じさせたり、ほかの人に迷惑を及

ぼしたりするおそれのある特定小型原動機付自転車を運転して

はいけません。

(３) 二人乗りをしてはいけません。

(４) 16歳未満の人に、特定小型原動機付自転車を貸してはいけま

せん。

(５) 傘を差したり、物を手やハンドルに提げたりして乗るのはや

めましよう。犬などの動物を引きながら特定小型原動機付自転

車に乗るのも危険です。

(６) げたやハイヒールを履いて乗らないようにしましよう。

(７) 特定小型原動機付自転車に荷物を積むときは、運転の妨げに

なつたり、不安定となつたりするなどして、危険な場合がある

ので、そのような積み方をしてはいけません。傘を特定小型原

動機付自転車に固定して運転するときも、不安定となつたり、

視野が妨げられたり、傘が歩行者やほかの車に接触したりする

などして、危険な場合があります。

(８) 特定小型原動機付自転車に乗るときは、乗車用ヘルメットを

かぶりましよう。乗車用ヘルメットは、努めてＳＧマークなど

の安全性を示すマークの付いたものを使い、あごひもを確実に



締めるなど正しく着用しましよう。

(９) 特定小型原動機付自転車に乗るときは、運転者から見やすい

ように、明るい目立つ色の衣服を着用するようにしましよう。

夜間は、反射材用品等を着用するようにしましよう。

(10) 特定小型原動機付自転車は、クラッチ操作がいらない分、ス

ロットルを急に回転させると急発進する危険がありますので注

意しましよう。

(11) 特定小型原動機付自転車は、必ず自動車損害賠償責任保険（

自賠責保険）か責任共済に加入しなければなりません。また、

なるべく一般の任意保険にも加入するようにしましよう。

２ 特定小型原動機付自転車の大きさ等の基準

特定小型原動機付自転車は、車体の大きさ及び構造が自転車道

における他の車両の通行を妨げないものであり、かつ、その運転

に高い技能を要しないものである車として、次の基準を満たす原

動機付自転車をいいます。

(１) 長さは190センチメートル、幅は60センチメートルをそれぞ

れ超えないこと。

(２) 原動機として、定格出力が0.60キロワット以下の電動機を用

いること。

(３) 時速20キロメートルを超える速度を出すことができないこと

。

(４) 構造上出すことができる最高の速度を複数設定することがで

きるものにあつては、走行中に当該最高の速度の設定を変更す

ることができないこと。



(５) オートマチック車であること。

(６) 最高速度表示灯を備えていること。

３ 特定小型原動機付自転車の点検

特定小型原動機付自転車に乗る前には、次の要領で点検をし、

悪い箇所があつたら整備に出しましよう。また、定期的に販売店

などへ行つて点検や整備をしてもらいましよう。特定小型原動機

付自転車は、努めて特定小型原動機付自転車の安全性を示すマー

クである性能等確認済シールや型式認定番号標の付いたものを使

いましよう。

(１) ブレーキの遊びや効きは十分か。

(２) 車輪にガタやゆがみはないか。

(３) タイヤの空気圧は適正か。

(４) ハンドルが重くないか。ワイヤーが引つ掛かつていないか。

ガタはないか。

(５) 灯火はすべて正常に働くか。

４ 特定小型原動機付自転車の正しい乗り方

(１) 特定小型原動機付自転車に乗るときは、見通しのきく道路の

左端で、後方と前方の安全を確かめてから発進しましよう。

(２) 右折、左折する場合は、できるだけ早めに合図をしましよう

。

(３) 両手でハンドルを確実に握つて運転しましよう。片手運転を

してはいけません。

(４) 停止するときは、安全を確かめた後、早めに停止の合図を行

い、まず静かに後輪ブレーキを掛けて十分速度を落としながら



道路の左端に沿つて停止し、左側に降りましよう。

第２節 自転車の正しい乗り方 第１節 自転車の正しい乗り方

１ 自転車に乗るに当たつての心得 １ ［同左］

［(１)～(４) 略］ ［(１)～(４) 同左］

(５) 傘を差したり、物を手やハンドルに提げたりして乗るのはや (５) かさを差したり、物を手やハンドルに提げたりして乗るのは

めましよう。犬などの動物を引きながら自転車に乗るのも危険 やめましよう。犬などの動物を引きながら自転車に乗るのも危

です。 険です。

(６) ［略］ (６) ［同左］

(７) 自転車に荷物を積むときは、運転の妨げになつたり、不安定 (７) 自転車に荷物を積むときは、運転の妨げになつたり、不安定

となつたりするなどして、危険な場合があるので、そのような となつたりするなどして、危険な場合があるので、そのような

積み方をしてはいけません。傘を自転車に固定して運転すると 積み方をしてはいけません。傘を自転車に固定して運転すると

きも、不安定となつたり、視野が妨げられたり、傘が歩行者や きも、不安定となつたり、視野が妨げられたり、傘が歩行者に

ほかの車に接触したりするなどして、危険な場合があります。 接触したりするなどして、危険な場合があります。

［(８)～(11) 略］ ［(８)～(11) 同左］

２ 自転車の点検 ２ 自転車の点検

自転車に乗る前には、次の要領で点検をし、悪い箇所があつた 自転車に乗る前には、次の要領で点検をし、悪い箇所があつた

ら整備に出しましよう。また、定期的に自転車安全整備店などへ ら整備に出しましよう。また、定期的に自転車安全整備店などへ

行つて点検や整備をしてもらいましよう。自転車は、努めてＴＳ 行つて点検や整備をしてもらいましよう。なお、自転車は、努め

マーク、ＪＩＳマーク、ＢＡＡマーク、ＳＧマークなどの自転車 てＴＳマーク、ＪＩＳマーク、ＢＡＡマーク、ＳＧマークなどの

の車体の安全性を示すマークの付いたものを使いましよう。 自転車の車体の安全性を示すマークの付いたものを使いましよう

。

［(１)～(12) 略］ ［(１)～(12) 同左］

［３・４ 略］ ［３・４ 同左］

第３節 安全な通行 第２節 安全な通行



１ 特定小型原動機付自転車や自転車の通るところ １ 自転車の通るところ

(１) 特定小型原動機付自転車や自転車は、歩道と車道の区別のあ (１) 自転車は、歩道と車道の区別のある道路では、車道を通るの

る道路では、車道を通るのが原則です。また、普通自転車は、 が原則です。また、普通自転車は、自転車道のあるところでは

自転車道のあるところでは、道路工事などの場合を除き、自転 、道路工事などの場合を除き、自転車道を通らなければなりま

車道を通らなければなりません。 せん。

なお、特定小型原動機付自転車や自転車は、高速自動車国道

や自動車専用道路に入つてはいけません。

(２) 特定小型原動機付自転車や自転車は、車道や自転車道を通る (２) 自転車は、車道や自転車道を通るときは、その中央（中央線

ときは、その中央（中央線があるときは、その中央線）から左 があるときは、その中央線）から左の部分を、その左端に沿つ

の部分を、その左端に沿つて通行しなければなりません。ただ て通行しなければなりません。ただし、標識（付表３(１)32、32

し、標識（付表３(１)32、32の２、33、33の２）や標示（付表３ の２、33、33の２）や標示（付表３(２)14、14の２、15）によつ

(２)14、14の２、15）によつて通行区分が示されているときは、 て通行区分が示されているときは、それに従わなければなりま

それに従わなければなりません。しかし、道路工事などでやむ せん。しかし、道路工事などでやむを得ない場合は別です。

を得ない場合は別です。

(３) 特定小型原動機付自転車のうち、次の要件を満たしており、 (３) 自転車は、道路の中央から左の部分に設けられた路側帯を通

かつ、他の車両を牽引していない特定小型原動機付自転車を特 ることができます。しかし、歩行者の通行に大きな妨げとなる
けん

例特定小型原動機付自転車といいます。 ところや、白の二本線の標示（付表３(２)11）のあるところは通

ア 最高速度表示灯を点滅させることにより、歩道や路側帯を れません。

通行することができるものであることを表示していること。

イ 時速６キロメートルを超える速度を出すことができないこ

と。

ウ 次の構造の基準を満たしていること。

(ア) 側車を付していないこと。

(イ) ブレーキは、走行中容易に操作できる位置にあること。



(ウ) 鋭い突出部のないこと。

特例特定小型原動機付自転車と自転車は、道路の中央から左

の部分に設けられた路側帯を通ることができます。しかし、歩

行者の通行に大きな妨げとなるところや、白の二本線の標示（

付表３(２)11）のあるところは通れません。

(４) 特例特定小型原動機付自転車は、歩道に特例特定小型原動機 ［加える。］

付自転車・普通自転車歩道通行可の標識（付表３(１)29）や標示

（付表３(２)21の２、22）がある場合に限り、歩道の車道寄りの

部分（歩道に白線と自転車の標示（付表３(２)22）がある場合は

、それによつて指定された部分）を通ることができます。ただ

し、警察官や交通巡視員が歩行者の安全を確保するため歩道を

通つてはならない旨を指示したときは、その指示に従わなけれ

ばなりません。

(５) 普通自転車は、次の場合に限り、歩道の車道寄りの部分（歩 (４) ［同左］

道に白線と自転車の標示（付表３(２)22）がある場合は、それに

よつて指定された部分）を通ることができます。ただし、警察

官や交通巡視員が歩行者の安全を確保するため歩道を通つては

ならない旨を指示したときは、その指示に従わなければなりま

せん。

ア 歩道に特例特定小型原動機付自転車・普通自転車歩道通行 ア 歩道に普通自転車歩道通行可の標識（付表３(１)29）や標示

可の標識（付表３(１)29）や標示（付表３(２)21の２、22）があ （付表３(２)21の２、22）があるとき。

るとき。

［イ・ウ 略］ ［イ・ウ 同左］

(６) 自転車は、道路を横断しようとするとき、近くに自転車横断 (５) 道路を横断しようとするとき、近くに自転車横断帯があれば



帯があれば、その自転車横断帯を通行しなければなりません。 、その自転車横断帯を通行しなければなりません。また、横断

また、横断歩道は歩行者の横断のための場所ですので、横断中 歩道は歩行者の横断のための場所ですので、横断中の歩行者が

の歩行者がいないなど歩行者の通行を妨げるおそれのない場合 いないなど歩行者の通行を妨げるおそれのない場合を除き、自

を除き、特定小型原動機付自転車や自転車に乗つたまま通行し 転車に乗つたまま通行してはいけません。

てはいけません。

２ 走行上の注意 ２ 走行上の注意

特定小型原動機付自転車や自転車に乗る場合は、危険な走り方 自転車に乗る場合は、危険な走り方を避けるとともに、側方や

を避けるとともに、側方や後方の車の動きにも十分注意しましよ 後方の車の動きにも十分注意しましよう。

う。

(１) 特定小型原動機付自転車や自転車は急ブレーキを掛けると転 (１) 自転車は急ブレーキを掛けると転倒しやすく、また、速度を

倒しやすく、また、速度を出し過ぎると周囲の状況の確認や、 出し過ぎると周囲の状況の確認や自転車の制御が困難となるの

特定小型原動機付自転車や自転車の制御が困難となるので、天 で、天候、時間帯、交通の状況などに応じた安全な速度で走ら

候、時間帯、交通の状況などに応じた安全な速度で走らなけれ なければなりません。

ばなりません。

［(２)～(４) 略］ ［(２)～(４) 同左］

(５) ほかの自転車と並んで走つたり、ジグザグ運転をしたり、競 (５) ほかの自転車と並んで走つたり、ジグザグ運転をしたり、競

走したりしてはいけません。特定小型原動機付自転車を運転し 走したりしてはいけません。

て集団で走行する場合は、ジグザグ運転や巻き込み運転など、

ほかの車に危険を生じさせたり、迷惑を及ぼすこととなるよう

な行為をしたりしてはいけません。

(６) 踏切では、一時停止をし、安全を確かめなければなりません (６) 踏切では、一時停止をし、安全を確かめなければなりません

。踏切では、特定小型原動機付自転車や自転車を押して渡るよ 。踏切では、自転車を押して渡るようにしましよう。

うにしましよう。

(７) ［略］ (７) ［同左］



(８) 歩道を通るときは、特例特定小型原動機付自転車や普通自転 (８) 歩道を通るときは、普通自転車は、歩行者優先で通行しなけ

車は、歩行者優先で通行しなければなりません。この場合、次 ればなりません。この場合、次の方法により通行しなければな

の方法により通行しなければなりません。 りません。

［ア・イ 略］ ［ア・イ 同左］

(９) 歩道から車道へ及び車道から歩道への乗り入れは、車道や歩 (９) 歩道から車道へ及び車道から歩道への乗り入れは、車道や歩

道の状況について安全を確かめてから行いましよう。また、特 道の状況について安全を確かめてから行いましよう。特に、ひ

定小型原動機付自転車で歩道に乗り入れる場合には必ず最高速 んぱんな乗り入れの連続や交差点の付近での歩道から車道への

度の設定を時速６キロメートル以下に切り替えましよう。特に 乗り入れは危険です。また、歩道から車道に乗り入れる場合に

、ひんぱんな乗り入れの連続や交差点の付近での歩道から車道 は、右側通行をすることとならないようにしなければなりませ

への乗り入れは危険です。また、歩道から車道に乗り入れる場 ん。

合には、右側通行をすることとならないようにしなければなり

ません。

(10) 歩道でほかの特例特定小型原動機付自転車や普通自転車と行 (10) 歩道でほかの自転車と行き違うときは、速度を落としながら

き違うときは、速度を落としながら安全な間隔を保ち、歩行者 安全な間隔を保ち、歩行者に十分注意して、対向する自転車を

に十分注意して、対向する特例特定小型原動機付自転車や普通 右に見ながらよけるようにしましよう。

自転車を右に見ながらよけるようにしましよう。

［(11)～(13) 略］ ［(11)～(13) 同左］

(14) 走行中、ブレーキやライトなどが故障したときは、特定小型 (14) 走行中、ブレーキやライトなどが故障したときは、自転車を

原動機付自転車や自転車を押して歩きましよう。 押して歩きましよう。

(15) 路面が凍り付いているところや風雨が強いときは、特定小型 (15) 路面が凍り付いているところや風雨が強いときは、自転車を

原動機付自転車や自転車を押して通りましよう。 押して通りましよう。

３ 交差点の通り方 ３ ［同左］

［(１)・(２) 略］ ［(１)・(２) 同左］

(３) 交差点（環状交差点を除きます。）での右左折は、次の方法 (３) ［同左］



でしなければなりません。

ア 左折するときは、後方の安全を確かめ、その交差点の手前 ア 左折するときは、後方の安全を確かめ、その交差点の手前

の側端から30メートルの地点に達したときに左折の合図（特 の側端から30メートルの地点に達したときに左折の合図（右

定小型原動機付自転車の運転者にあつては左側の方向指示器 腕の肘を垂直に上に曲げるか左側の方向指示器を操作するこ

を操作し、自転車の運転者にあつては右腕の肘を垂直に上に と。）を行い、できるだけ道路の左端に沿つて十分速度を落

曲げるか左側の方向指示器を操作すること。）を行い、でき とし、横断中の歩行者の通行を妨げないように注意して曲が

るだけ道路の左端に沿つて十分速度を落とし、横断中の歩行 らなければなりません。

者の通行を妨げないように注意して曲がらなければなりませ

ん。

イ 右折は、次の方法でしなければなりません。 イ ［同左］

(ア) 信号機などにより交通整理の行われている交差点では、 (ア) 信号機などにより交通整理の行われている交差点では、

青信号で交差点の向こう側までまつすぐに進み、その地点 青信号で交差点の向こう側までまつすぐに進み、その地点

で止まつて右に向きを変え、前方の信号が青になつてから で止まつて右に向きを変え、前方の信号が青になつてから

進むようにしなければなりません。なお、赤信号や黄信号 進むようにしなければなりません。なお、赤信号や黄信号

であつても自動車や一般原動機付自転車は青の矢印の信号 であつても自動車や原動機付自転車は青の矢印の信号によ

によつて右折できる場合がありますが、この場合でも特定 つて右折できる場合がありますが、この場合でも自転車は

小型原動機付自転車や自転車は進むことはできません。 進むことはできません。

(イ) 交通整理の行われていない交差点では、後方の安全を確 (イ) 交通整理の行われていない交差点では、後方の安全を確

かめ、その交差点の手前の側端から30メートルの地点に達 かめ、その交差点の手前の側端から30メートルの地点に達

したときに右折の合図（特定小型原動機付自転車の運転者 したときに右折の合図（手のひらを下にして右腕を横に水

にあつては右側の方向指示器を操作し、自転車の運転者に 平に出すか右側の方向指示器を操作すること。）を行い、

あつては手のひらを下にして右腕を横に水平に出すか右側 できるだけ道路の左端に寄つて交差点の向こう側までまつ

の方向指示器を操作すること。）を行い、できるだけ道路 すぐに進み、十分速度を落として曲がらなければなりませ

の左端に寄つて交差点の向こう側までまつすぐに進み、十 ん。



分速度を落として曲がらなければなりません。

(４) ［略］ (４) ［同左］

(５) 自転車は、交差点やその近くに自転車横断帯があるときは、 (５) 交差点やその近くに自転車横断帯があるときは、その自転車

その自転車横断帯を通らなければなりません。 横断帯を通らなければなりません。

(６) ［略］ (６) ［同左］

４ 歩行者などに対する注意 ４ ［同左］

(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 路側帯や、特定小型原動機付自転車や自転車が通行すること (２) 路側帯や自転車が通行することができる歩行者用道路を通る

ができる歩行者用道路を通る場合は、歩行者の通行を妨げない 場合は、歩行者の通行を妨げないよう注意し、特に歩行者用道

よう注意し、特に歩行者用道路では、十分速度を落とさなけれ 路では、十分速度を落とさなければなりません。

ばなりません。

(３) ［略］ (３) ［同左］

(４) 車道を通行する特定小型原動機付自転車や自転車が横断歩道 (４) 車道を通行する自転車が横断歩道に近づいたときは、横断す

に近づいたときは、横断する人がいないことが明らかな場合の る人がいないことが明らかな場合のほかは、その手前で停止で

ほかは、その手前で停止できるように速度を落として進まなけ きるように速度を落として進まなければなりません。また、歩

ればなりません。また、歩行者が横断しているときや横断しよ 行者が横断しているときや横断しようとしているときは、横断

うとしているときは、横断歩道の手前（停止線があるときは、 歩道の手前（停止線があるときは、その手前）で一時停止をし

その手前）で一時停止をして歩行者に道を譲らなければなりま て歩行者に道を譲らなければなりません。

せん。

(５) ［略］ (５) ［同左］

(６) 特定小型原動機付自転車や自転車を駐車するときは、歩行者 (６) 自転車を駐車するときは、歩行者や車の通行の妨げにならな

や車の通行の妨げにならないようにしなければなりません。ま いようにしなければなりません。また、点字ブロックの上や近

た、点字ブロックの上や近くには駐車しないようにしましよう くには駐車しないようにしましよう。

。



近くに自転車等駐車場がある場合は、特定小型原動機付自転 近くに自転車駐車場がある場合は、自転車をそこに置くよう

車や自転車をそこに置くようにしましよう。 にしましよう。

第４章 自動車や一般原動機付自転車を運転する前の心得 第４章 自動車を運転する前の心得

第２節 運転免許の仕組み 第２節 運転免許の仕組み

道路で自動車や一般原動機付自転車を運転するときは、その車種 道路で自動車や原動機付自転車を運転するときは、その車種やけ

や牽引などの状態に応じた免許を受け、その免許証を携帯しなけれ ん引などの状態に応じた免許を受け、その免許証を携帯しなければ
けん

ばなりません。 なりません。

また、違反行為をしたり、交通事故を起こしたりした際に警察官 また、違反行為をしたり、交通事故を起こしたりした際に警察官

から提示を求められた場合には、免許証を提示しなければなりませ から提示を求められた場合には、免許証を提示しなければなりませ

ん。 ん。

なお、免許を受けていても免許の停止処分中の者はその期間運転 なお、免許を受けていても免許の停止処分中の者はその期間運転

することはできません。 することはできません。

１ 運転免許の区分 １ ［同左］

運転免許には、次の三種のものがあります。 ［同左］

(１) 第一種運転免許 (１) 第一種運転免許

自動車や一般原動機付自転車を運転しようとする場合（(２)の 自動車や原動機付自転車を運転しようとする場合（(２)の場合

場合を除きます。）の免許をいいます。 を除きます。）の免許をいいます。

(２) 第二種運転免許 (２) 第二種運転免許

乗合バス、タクシーなどの旅客自動車を旅客運送のため運転 乗合バス、タクシーなどの旅客自動車を旅客運送のため運転

しようとする場合や代行運転自動車（自動車運転代行業（注５ しようとする場合や代行運転自動車（自動車運転代行業（注４

）に従事する運転者が客に代わつて運転する自動車をいいます ）に従事する運転者が客に代わつて運転する自動車をいいます

。）である普通自動車を運転しようとする場合の免許をいいま 。）である普通自動車を運転しようとする場合の免許をいいま

す。 す。

(３) ［略］ (３) ［同左］



［略］ ［同左］

２ 運転免許の種類に応じて運転できる自動車、一般原動機付自転 ２ 運転免許の種類に応じて運転できる自動車、原動機付自転車は

車は次表のとおりです。 次表のとおりです。

免許の種類 運転できる自動車、一般原動機付自転車 免許の種類 運転できる自動車、原動機付自転車

大型免許 大型自動車、中型自動車、準中型自動車、普通 大型免許 大型自動車、中型自動車、準中型自動車、普通

自動車、小型特殊自動車、一般原動機付自転車 自動車、小型特殊自動車、原動機付自転車

中型免許 中型自動車、準中型自動車、普通自動車、小型 中型免許 中型自動車、準中型自動車、普通自動車、小型

特殊自動車、一般原動機付自転車 特殊自動車、原動機付自転車

準中型免許 準中型自動車、普通自動車、小型特殊自動車、 準中型免許 準中型自動車、普通自動車、小型特殊自動車、

一般原動機付自転車 原動機付自転車

普通免許 普通自動車、小型特殊自動車、一般原動機付自 普通免許 普通自動車、小型特殊自動車、原動機付自転車

転車

大型特殊免許 大型特殊自動車、小型特殊自動車、一般原動機 大型特殊免許 大型特殊自動車、小型特殊自動車、原動機付自

付自転車 転車

大型二輪免許 大型自動二輪車、普通自動二輪車、小型特殊自 普通二輪免許 大型自動二輪車、普通自動二輪車、小型特殊自

動車、一般原動機付自転車 動車、原動機付自転車

普通二輪免許 普通自動二輪車、小型特殊自動車、一般原動機 普通二輪免許 普通自動二輪車、小型特殊自動車、原動機付自

付自転車 転車

［略］ ［同左］

原付免許 一般原動機付自転車 原付免許 原動機付自転車

［３・４ 略］ ［３・４ 同左］

第４節 乗車と積載 第４節 乗車と積載

１ 座席でないところに人を乗せたり、荷台や座席でないところに １ 座席でないところに人を乗せたり、荷台や座席でないところに

荷物を積んだりしてはいけません。 荷物を積んだりしてはいけません。



また、定められた乗車定員（運転者を含みます。）や積載の制 また、定められた乗車定員（運転者を含みます。）や積載の制

限を超えて、人を乗車させたり、物を積んだりしてはいけません 限を超えて、人を乗車させたり、物を積んだりしてはいけません

。次の表は、大型自動車、中型自動車、準中型自動車、普通自動 。次の表は、大型自動車、中型自動車、準中型自動車、普通自動

車、大型自動二輪車、普通自動二輪車、一般原動機付自転車につ 車、大型自動二輪車、普通自動二輪車、原動機付自転車について

いて、それぞれの乗車定員と積載の制限を示しています。 、それぞれの乗車定員と積載の制限を示しています。

車の種類 乗車定員 積載物の重量 積載物の大きさ 積載の方法 車の種類 乗車定員 積載物の重量 積載物の大きさ 積載の方法

大型自動 自動車検 自動車検査証 長さ…自動車の 前後…車体 大型自動 自動車検 自動車検査証 長さ…自動車の 前後…車体

車 査証か軽 か軽自動車届 長さ×1. の前 車 査証か軽 か軽自動車届 長さ×1. の前

中型自動 自動車届 出済証に記載 2 後か 中型自動 自動車届 出済証に記載 2 後か

車 出済証に されている最 幅 …自動車の ら自 車 出済証に されている最 幅 …自動車の ら自

準中型自 記載され 大積載量（ミ 幅×1.2 動車 準中型自 記載され 大積載量（ミ 幅×1.2 動車

動車 ている乗 ニカーにあつ 高さ…地上3.8 の長 動車 ている乗 ニカーにあつ 高さ…地上3.8 の長

車定員（ ては90キログ メートル さの 普通自動 車定員（ ては90キログ メートル さの

普通自動 ミニカー ラム、特定の （三輪の １
の

車 ミニカー ラム、特定の （三輪の １
の

車 （注６） 構造の農業用 普通自動 10 （注５） 構造の農業用 普通自動 10

と特定の 薬剤散布車に 車と総排 長さ と特定の 薬剤散布車に 車と総排 長さ

構造の農 あつては1,50 気量660c を超 構造の農 あつては1,50 気量660c を超

業用薬剤 0キログラム c以下の えて 業用薬剤 0キログラム c以下の えて

散布車（ ） 普通自動 はみ 散布車（ ） 普通自動 はみ

注７）に 車にあつ 出さ 注６）に 車にあつ 出さ

あつては ては2.5 ない あつては ては2.5 ない

１人（特 メートル こと １人（特 メートル こと

定の構造 、その他 。 定の構造 、その他 。

の農業用 の自動車 左右…車体 の農業用 の自動車 左右…車体



薬剤散布 で公安委 の左 薬剤散布 で公安委 の左

車で運転 員会が定 右か 車で運転 員会が定 右か

者用以外 めるもの ら自 者用以外 めるもの ら自

の座席が にあつて 動車 の座席が にあつて 動車

あるもの は3.8メ の幅 あるもの は3.8メ の幅

は２人） ートル以
の
１ は２人） ートル以

の
１

） 上4.1メ 10 ） 上4.1メ 10

ートルを の幅 ートルを の幅

超えない を超 超えない を超

範囲内に えて 範囲内に えて

おいて公 はみ おいて公 はみ

安委員会 出さ 安委員会 出さ

が定める ない が定める ない

高さ） こと 高さ） こと

。 。

［略］ ［同左］

一般原動 １人 30キログラム 長さ…積載装置 前後…積載 原動機付 １人 30キログラム 長さ…積載装置 前後…積載

機付自転 の長さ＋ 装置 自転車 の長さ＋ 装置

車 0.3メー の前 0.3メー の前

トル 後か トル 後か

幅 …積載装置 ら0. 幅 …積載装置 ら0.

の幅＋0. 3メ の幅＋0. 3メ

3メート ート 3メート ート

ル ルを ル ルを



高さ…地上２メ 超え 高さ…地上２メ 超え

ートル ては ートル ては

み出 み出

さな さな

いこ いこ

と。 と。

左右…積載 左右…積載

装置 装置

の左 の左

右か 右か

ら0. ら0.

15メ 15メ

ート ート

ルを ルを

超え 超え

ては ては

み出 み出

さな さな

いこ いこ

と。 と。

備考 ［略］ 備考 ［同左］

［２～５ 略］ ［２～５ 同左］

［注５～注７ 略］ ［注４～注６ 同左］

第５章 自動車や一般原動機付自転車の運転の方法 第５章 自動車の運転の方法



第２節 自動車の通行するところ 第２節 自動車の通行するところ

［１～５ 略］ ［１～５ 同左］

６ 路線バスなどの優先 ６ ［同左］

(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 標識（付表３(１)33）や標示（付表３(２)15）によつて路線バス (２) 標識（付表３(１)33）や標示（付表３(２)15）によつて路線バス

などの専用通行帯が指定されている道路では、小型特殊自動車 などの専用通行帯が指定されている道路では、小型特殊自動車

、原動機付自転車、軽車両を除くほかの車は、その車両通行帯 、原動機付自転車、軽車両を除くほかの車は、その車両通行帯

を通行してはいけません。ただし、標識（付表３(１)33、33の２ を通行してはいけません。ただし、標識（付表３(１)33、33の２

）や標示（付表３(２)15）によつて普通自転車の専用通行帯が指 ）や標示（付表３(２)15）によつて普通自転車の専用通行帯が指

定されている道路では、特定小型原動機付自転車、軽車両を除 定されている道路では、軽車両を除くほかの車は、その車両通

くほかの車は、その車両通行帯を通行してはいけません。しか 行帯を通行してはいけません。しかし、右左折をするため道路

し、右左折をするため道路の右端、中央や左端に寄る場合など の右端、中央や左端に寄る場合などや工事などでやむを得ない

や工事などでやむを得ない場合は別です。 場合は別です。

(３) ［略］ (３) ［同左］

７ 通行してはいけないところ ７ ［同左］

(１) 「通行止め」、「車両通行止め」、「普通自転車等及び歩行 (１) 「通行止め」、「車両通行止め」、「自転車及び歩行者等専

者等専用」、「歩行者等専用」などの標識（付表３(１)１、２、 用」、「歩行者等専用」などの標識（付表３(１)１、２、29、30

29、30）によつて通行が禁止されている道路を通行してはいけ ）によつて通行が禁止されている道路を通行してはいけません

ません。 。

［(２)～(６) 略］ ［(２)～(６) 同左］

第３節 歩行者の保護など 第３節 歩行者の保護など

［１～６ 略］ ［１～６ 同左］

７ 特定小型原動機付自転車や自転車の保護 ７ 自転車の保護



(１) 特定小型原動機付自転車や自転車は車両の一種であり、原則 (１) 自転車は車両の一種であり、原則として車道を通行すること

として車道を通行することとされています。特定小型原動機付 とされています。自転車は、不安定であり、運転者の身体を防

自転車や自転車は、不安定であり、運転者の身体を防護する機 護する機能がないという構造上の特性を持つているので、車道

能がないという構造上の特性を持つているので、車道を通行す を通行する自転車の安全に十分配慮しましよう。

る特定小型原動機付自転車や自転車の安全に十分配慮しましよ

う。

(２) 追越しなどのため特定小型原動機付自転車や自転車のそばを (２) 追越しなどのため自転車のそばを通るときは、自転車のふら

通るときは、特定小型原動機付自転車や自転車のふらつきなど つきなどを予想し、自転車との間に安全な間隔を空けるか、徐

を予想し、特定小型原動機付自転車や自転車との間に安全な間 行しなければなりません。

隔を空けるか、徐行しなければなりません。

(３) 道路に面した場所に出入りするため歩道や路側帯や自転車道 (３) 道路に面した場所に出入りするため歩道や路側帯や自転車道

を横切る場合には、その直前で一時停止をし、特定小型原動機 を横切る場合には、その直前で一時停止をし、自転車がいない

付自転車や自転車がいないかを確かめるようにしましよう。 かを確かめるようにしましよう。

(４) 交差点を通行するときは、交差する道路や交差点内を通行す (４) 交差点を通行するときは、交差する道路や交差点内を通行す

る特定小型原動機付自転車や自転車との衝突や、左側を通行し る自転車との衝突や、左側を通行している自転車の巻き込みな

ている特定小型原動機付自転車や自転車の巻き込みなどに十分 どに十分注意するとともに、自転車の運転者が自動車の存在を

注意するとともに、特定小型原動機付自転車や自転車の運転者 認識しているかどうか確認しながら通行するようにしましよう

が自動車の存在を認識しているかどうか確認しながら通行する 。

ようにしましよう。

［８～10 略］ ［８～10 同左］

第４節 安全な速度と車間距離 第４節 安全な速度と車間距離

１ 安全な速度 １ ［同左］

(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 一般原動機付自転車を運転する場合は、時速30キロメートル (２) 原動機付自転車を運転する場合は、時速30キロメートルを超



を超えて運転してはいけません。標識（付表３(１)25、25の２） えて運転してはいけません。標識（付表３(１)25、25の２）や標

や標示（付表３(２)６）によつて時速30キロメートル以下の最高 示（付表３(２)６）によつて時速30キロメートル以下の最高速度

速度が示されているときは、その最高速度を超えて運転しては が示されているときは、その最高速度を超えて運転してはいけ

いけません。 ません。

(３) ［略］ (３) ［同左］

［２～４ 略］ ［２～４ 同左］

第６節 追越しなど 第６節 追越しなど

１ 追越しの禁止 １ ［同左］

［(１)・(２) 略］ ［(１)・(２) 同左］

(３) 次の場所では、自動車や一般原動機付自転車を追い越すため (３) 次の場所では、自動車や原動機付自転車を追い越すため、進

、進路を変えたり、その横を通り過ぎたりしてはいけません。 路を変えたり、その横を通り過ぎたりしてはいけません。

［ア～カ 略］ ［ア～カ 同左］

(４) ［略］ (４) ［同左］

［２～５ 略］ ［２～５ 同左］

第７節 交差点の通り方 第７節 交差点の通り方

１ 交差点を通行するときの注意 １ ［同左］

［(１)・(２) 略］ ［(１)・(２) 同左］

(３) 車が右左折するときは、内輪差（曲がるとき後輪が前輪より (３) 車が右左折するときは、内輪差（曲がるとき後輪が前輪より

内側を通ることによる前後輪の軌跡の差をいいます。）が生じ 内側を通ることによる前後輪の軌跡の差をいいます。）が生じ

ます。特に大型車は内輪差が大きく、左後方が見えにくいので ます。特に大型車は内輪差が大きく、左後方が見えにくいので

左側を通行している歩行者、特定小型原動機付自転車や自転車 左側を通行している歩行者や自転車などを巻き込まないよう注

などを巻き込まないよう注意しましよう。 意しましよう。

２ 交差点（環状交差点を除きます。）の通行方法 ２ ［同左］



(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 右折しようとするときは、あらかじめできるだけ道路の中央 (２) 右折しようとするときは、あらかじめできるだけ道路の中央

に寄り、交差点の中心のすぐ内側を徐行しながら通行しなけれ に寄り、交差点の中心のすぐ内側を徐行しながら通行しなけれ

ばなりません。ただし、一般原動機付自転車が二段階の右折方 ばなりません。ただし、原動機付自転車が二段階の右折方法に

法により右折しようとするときは別です。 より右折しようとするときは別です。

(３) 一方通行の道路から右折するときは、道路の右端に寄り、交 (３) 一方通行の道路から右折するときは、道路の右端に寄り、交

差点の中心の内側を徐行しながら通行しなければなりません。 差点の中心の内側を徐行しながら通行しなければなりません。

ただし、一般原動機付自転車が二段階の右折方法により右折し ただし、原動機付自転車が二段階の右折方法により右折しよう

ようとするときは別です。 とするときは別です。

［(４)・(５) 略］ ［(４)・(５) 同左］

(６) 車両通行帯のある道路で、標識（付表３(１)35）や標示（付表 (６) 車両通行帯のある道路で、標識（付表３(１)35）や標示（付表

３(２)17）によつて交差点で進行する方向ごとに通行区分が指定 ３(２)17）によつて交差点で進行する方向ごとに通行区分が指定

されているときは、緊急自動車が近づいて来た場合や道路工事 されているときは、緊急自動車が近づいて来た場合や道路工事

などでやむを得ない場合のほかは、指定された区分に従つて通 などでやむを得ない場合のほかは、指定された区分に従つて通

行しなければなりません。ただし、右折につき二段階の右折方 行しなければなりません。ただし、右折につき二段階の右折方

法によらなければならない交差点において右左折しようとする 法によらなければならない交差点において右左折しようとする

一般原動機付自転車は、道路の左端に寄つて通行しなければな 原動機付自転車は、道路の左端に寄つて通行しなければなりま

りません。 せん。

［(７)～(９) 略］ ［(７)～(９) 同左］

［３・４ 略］ ［３・４ 同左］

第９節 オートマチック車などの運転 第９節 オートマチック車などの運転

１ ［略］ １ ［同左］

２ 先進安全自動車（ＡＳＶ）の運転 ２ 先進安全自動車（ＡＳＶ）の運転

先進安全自動車（ＡＳＶ）（注８）は、先進技術を利用して運 先進安全自動車（ＡＳＶ）（注７）は、先進技術を利用して運



転者の安全運転を支援するシステムが搭載された自動車ですが、 転者の安全運転を支援するシステムが搭載された自動車ですが、

このシステムは、例えば、一定以上の速度で走行している場合に このシステムは、例えば、一定以上の速度で走行している場合に

は、適切に作動しない場合があるなどの限界があります。自動運 は、適切に作動しない場合があるなどの限界があります。自動運

行装置とは異なり、運転者が絶えず周囲の状況を確認しながら必 行装置とは異なり、運転者が絶えず周囲の状況を確認しながら必

要な運転操作を行うことを前提とした運転支援技術ですので、そ 要な運転操作を行うことを前提とした運転支援技術ですので、そ

の限界や注意点を正しく理解し、その技術を過信せずに運転しま の限界や注意点を正しく理解し、その技術を過信せずに運転しま

しよう。 しよう。

注８ ［略］ 注７ ［同左］

３ ［略］ ３ ［同左］

第６章 危険な場所などでの運転 第６章 危険な場所などでの運転

第２節 坂道・カーブ 第２節 坂道・カーブ

１ ［略］ １ ［同左］

２ 曲がり角・カーブ ２ ［同左］

［(１)～(３) 略］ ［(１)～(３) 同左］

(４) 道路の曲がり角やカーブを通行するときには、車の内輪差の (４) 道路の曲がり角やカーブを通行するときには、車の内輪差の

ため、内側にいる歩行者、特定小型原動機付自転車や自転車な ため、内側にいる歩行者や自転車などを巻き込んだり、後車輪

どを巻き込んだり、後車輪が路肩からはみ出したりするおそれ が路肩からはみ出したりするおそれがありますから注意しまし

がありますから注意しましよう。 よう。

(５) ［略］ (５) ［同左］

第３節 夜間 第３節 夜間

１ 夜間の走行 １ ［同左］

(１) 夜間は視界が悪くなるため、歩行者、特定小型原動機付自転 (１) 夜間は視界が悪くなるため、歩行者や自転車などの発見が遅

車や自転車などの発見が遅れます。また、速度感が鈍り、速度 れます。また、速度感が鈍り、速度超過になりがちです。その

超過になりがちです。その上、夜間は、過労運転や酒酔い運転 上、夜間は、過労運転や酒酔い運転をする者や、酔つて歩く者



をする者や、酔つて歩く者などがいたりするので、昼間より速 などがいたりするので、昼間より速度を落として慎重に運転し

度を落として慎重に運転しましよう。少しでも危ないと感じた ましよう。少しでも危ないと感じたときは、まず速度を落とす

ときは、まず速度を落とすことが大切です。 ことが大切です。

［(２)～(６) 略］ ［(２)～(６) 同左］

２ ［略］ ２ ［同左］

第７章 高速道路での走行 第７章 高速道路での走行

高速道路とは、高速自動車国道と自動車専用道路をいいます。高 高速道路とは、高速自動車国道と自動車専用道路をいいます。高

速道路では、ミニカー、小型二輪車（注９）、一般原動機付自転車 速道路では、ミニカー、小型二輪車（注８）、原動機付自転車は通

は通行できません。また、農耕用作業車のように構造上毎時50キロ 行できません。また、農耕用作業車のように構造上毎時50キロメー

メートル以上の速度の出ない自動車やほかの車を牽引しているため トル以上の速度の出ない自動車やほかの車を牽引しているため毎時
けん けん

毎時50キロメートル以上の速度で走ることのできない自動車も、高 50キロメートル以上の速度で走ることのできない自動車も、高速自

速自動車国道を通行することはできません。 動車国道を通行することはできません。

注９ ［略］ 注８ ［同左］

第８章 二輪車の運転の方法 第８章 二輪車の運転の方法

この章は、二輪車を運転する人に特に知つていただきたい運転の この章は、二輪車を運転する人に特に知つていただきたい運転の

方法を掲げていますので、運転する前の心得や一般的な運転の方法 方法を掲げていますので、運転する前の心得や一般的な運転の方法

などについては、自動車と一般原動機付自転車のところ（第４章～ などについては、自動車のところ（第４章～第７章）を参照して下

第７章）を参照して下さい。なお二輪車とは、大型自動二輪車、普 さい。なお二輪車とは、大型自動二輪車、普通自動二輪車及び原動

通自動二輪車及び一般原動機付自転車のことをいいます。 機付自転車のことをいいます。

第１節 二輪車の運転者の心得 第１節 二輪車の運転者の心得

二輪車は、体で安定を保ちながら走り、停止すれば安定を失うと ［同左］

いう構造上の特性を持つているため、四輪車とは違つた運転技術を

必要とします。また、二輪車の動きが四輪車からは見えないことが

あるので、周りの交通の動きについて一層の注意が必要となります



。手軽な乗り物であると気を許さないで、常に慎重に運転しましよ

う。

１ ［略］ １ ［同左］

２ 乗車用ヘルメットの着用 ２ 乗車用ヘルメットの着用

乗車用ヘルメットをかぶらないで大型自動二輪車や普通自動二 乗車用ヘルメットをかぶらないで大型自動二輪車や普通自動二

輪車や一般原動機付自転車を運転してはいけません。また、乗車 輪車や原動機付自転車を運転してはいけません。また、乗車用ヘ

用ヘルメットをかぶらない者を乗せて大型自動二輪車や普通自動 ルメットをかぶらない者を乗せて大型自動二輪車や普通自動二輪

二輪車を運転してはいけません。乗車用ヘルメットは、ＰＳ(ｃ) 車を運転してはいけません。乗車用ヘルメットは、ＰＳ(ｃ)マー

マークかＪＩＳマークの付いたものを使い、あごひもを確実に締 クかＪＩＳマークの付いたものを使い、あごひもを確実に締める

めるなど正しく着用しましよう。工事用安全帽は乗車用ヘルメッ など正しく着用しましよう。工事用安全帽は乗車用ヘルメットで

トではありません。 はありません。

３ ［略］ ３ ［同左］

４ 二人乗りの禁止 ４ ［同左］

次の場合には、二人乗りをしてはいけません。 ［同左］

(１) 大型自動二輪車や普通自動二輪車で後部座席がないものや一 (１) 大型自動二輪車や普通自動二輪車で後部座席がないものや原

般原動機付自転車を運転するとき。 動機付自転車を運転するとき。

［(２)～(５) 略］ ［(２)～(５) 同左］

［５・６ 略］ ［５・６ 同左］

第３節 安全な運転の方法 第３節 安全な運転の方法

二輪車は機動性に富んでいますが、車の間を縫つて走つたり、ジ ［同左］

グザグ運転、無理な追越しや割込みをしたりしてはいけません。そ

のような運転方法は極めて危険であるばかりでなく、周囲の運転者

にも不安を与えます。車間距離や側方間隔を十分に保ちましよう。

交通渋滞のときなどには、前の車に乗つている人が急にドアを開け



たり、歩行者が車の間から飛び出したりすることがあるので注意し

ましよう。また、げたやサンダルなど運転の妨げになる履物を履い

て運転してはいけません。

［１・２ 略］ ［１・２ 同左］

３ 右折するときの運転 ３ ［同左］

(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 一般原動機付自転車の右折 (２) 原動機付自転車の右折

交差点（環状交差点を除きます。）での右折は、次の方法で ［同左］

しなければなりません。

ア 二段階の右折方法 ア 二段階の右折方法

「一般原動機付自転車の右折方法（二段階）」の標識（付 「原動機付自転車の右折方法（二段階）」の標識（付表３

表３(１)35の２）のある道路や車両通行帯（交差点の付近に設 (１)35の２）のある道路や車両通行帯（交差点の付近に設けら

けられた右左折のための車両通行帯を含みます。）が３以上 れた右左折のための車両通行帯を含みます。）が３以上ある

ある道路（「一般原動機付自転車の右折方法（小回り）」の 道路（「原動機付自転車の右折方法（小回り）」の標識（付

標識（付表３(１)35の３）のある道路を除きます。）の信号機 表３(１)35の３）のある道路を除きます。）の信号機などによ

などにより交通整理の行われている交差点では、あらかじめ り交通整理の行われている交差点では、あらかじめできるだ

できるだけ道路の左端に寄つて、その交差点の手前の側端か け道路の左端に寄つて、その交差点の手前の側端から30メー

ら30メートルの地点に達したときに右折の合図を行い、青信 トルの地点に達したときに右折の合図を行い、青信号で徐行

号で徐行しながら交差点の向こう側までまつすぐに進み、そ しながら交差点の向こう側までまつすぐに進み、その地点で

の地点で止まつて右に向きを変え、ここで合図をやめ、前方 止まつて右に向きを変え、ここで合図をやめ、前方の信号が

の信号が青になつてから進むようにしなければなりません。 青になつてから進むようにしなければなりません。なお、こ

なお、このような場合は、青の矢印の信号によつて右折する のような場合は、青の矢印の信号によつて右折することはで

ことはできません。 きません。

イ 小回りの右折方法 イ 小回りの右折方法



「一般原動機付自転車の右折方法（小回り）」の標識のあ 「原動機付自転車の右折方法（小回り）」の標識のある道

る道路の交差点などア以外の交差点では、あらかじめできる 路の交差点などア以外の交差点では、あらかじめできるだけ

だけ道路の中央に寄り、交差点の中心のすぐ内側を徐行しな 道路の中央に寄り、交差点の中心のすぐ内側を徐行しながら

がら進行しなければなりません。 進行しなければなりません。

幅の広い道路で右折しようとするときは、十分手前のとこ 幅の広い道路で右折しようとするときは、十分手前のとこ

ろから徐々に右折の車線に移るようにしましよう。急に左側 ろから徐々に右折の車線に移るようにしましよう。急に左側

の車線から右側の車線に移動すると極めて危険です。なお、 の車線から右側の車線に移動すると極めて危険です。なお、

このような場合は、青の矢印の信号に従つて右折することが このような場合は、青の矢印の信号に従つて右折することが

できます。 できます。

第６節 その他注意しなければならないこと 第６節 その他注意しなければならないこと

１ ［略］ １ ［同左］

２ ペダル付き原動機付自転車 ［加える。］

ペダル付き原動機付自転車（ペダルが備えられている原動機付

自転車をいいます。）を原動機を作動させずにペダルを用いて運

転する場合であつても、原動機付自転車として扱われます。

３ ［略］ ２ ［同左］

第10章 交通事故、故障、災害などのとき 第10章 交通事故、故障、災害などのとき

第３節 災害などのとき 第３節 災害などのとき

１ ［略］ １ ［同左］

２ 緊急地震速報が発表されたとき ２ 緊急地震速報が発表されたとき

緊急地震速報は、気象庁が、予想される地震動の大きさがおお 緊急地震速報は、気象庁が、予想される地震動の大きさがおお

むね震度５弱以上である場合などに、震度４以上を予想した区域 むね震度５弱以上である場合に、震度４以上を予想した区域を、

などを、その揺れが来る前に発表するものです。 その揺れが来る前に発表するものです。

車を運転中に緊急地震速報が発表されたことを知つたときは、 車を運転中に緊急地震速報が発表されたことを知つたときは、



運転者は、周囲の状況に応じて、あわてることなく、非常点滅表 運転者は、周囲の状況に応じて、あわてることなく、非常点滅表

示灯をつけるなどして周囲の車に注意を促した後、急ブレーキを 示灯をつけるなどして周囲の車に注意を促した後、急ブレーキを

避け、緩やかに速度を落としましよう。 避け、緩やかに速度を落としましよう。

［３～５ 略］ ［３～５ 同左］

第11章 自動車所有者、使用者、安全運転管理者、自動車運 第11章 自動車所有者、使用者、安全運転管理者、自動車運

転代行業者などの心得 転代行業者などの心得

第１節 自動車所有者などの義務 第１節 自動車所有者などの義務

自動車を所有する人や使用、管理する人は次のことを守らなけれ ［同左］

ばなりません。

１ ［略］ １ ［同左］

２ 自動車の登録（届け出）等 ２ 自動車の登録（届け出）

自動車は登録を受け（軽自動車は届け出）て、番号標（ナンバ 自動車は登録を受け（軽自動車は届け出）て、番号標（ナンバ

ープレート）を付けなければなりません。また、原動機付自転車 ープレート）を付けなければなりません。

は申告をして、標識（ナンバープレート）を付けなければなりま

せん。

３ ［略］ ３ ［同左］

４ 強制保険などの加入 ４ 強制保険などの加入

自賠責保険か責任共済に加入しなければなりません。原動機付 自動車損害賠償責任保険（自賠責保険）か責任共済に加入しな

自転車も必ず自賠責保険か責任共済に加入しなければなりません ければなりません。原動機付自転車も必ず自賠責保険か責任共済

。また、なるべく一般の任意保険にも加入するようにしましよう に加入しなければなりません。また、なるべく一般の任意保険に

。 も加入するようにしましよう。

５ ［略］ ５ ［同左］

用語のまとめ 用語のまとめ

注１ ［略］ 注１ ［同左］



注２ 一般原動機付自転車……二輪のもの及び内閣総理大臣が指 ［加える。］

定する三輪以上のものにあつては

、総排気量については50cc以下、

定格出力については0.60キロワッ

ト以下、その他のものにあつては

、総排気量については20cc以下、

定格出力については0.25キロワッ

ト以下の総排気量又は定格出力を

有する原動機付自転車であつて、

特定小型原動機付自転車に該当す

るもの以外のものをいいます。

［注３～注９ 略］ ［注２～注８ 同左］

付表１ 信号の種類と意味 付表１ 信号の種類と意味

(１) 信号機の信号 (１) 信号機の信号

信号の種類 信 号 の 意 味 信号の種類 信 号 の 意 味

青色の灯火 (１) ［略］ 青色の灯火 (１) ［同左］

(２) 特定小型原動機付自転車と軽車両以外の車 (２) 軽車両以外の車や路面電車は直進し、左折

や路面電車は直進し、左折し、右折すること し、右折することができます。ただし、二段

ができます。ただし、二段階の右折方法によ 階の右折方法により右折する原動機付自転車

り右折する一般原動機付自転車は、右折する は、右折する地点まで直進し、その地点で向

地点まで直進し、その地点で向きを変えるこ きを変えることまでできます。

とまでできます。

(３) 特定小型原動機付自転車と軽車両（自転車 (３) 軽車両（自転車、荷車など）は、直進し左

、荷車など）は、直進し左折することができ 折することができます。右折するときは、右



ます。右折するときは、右折する地点まで直 折する地点まで直進し、その地点で向きを変

進し、その地点で向きを変えることまででき えることまでできます。

ます。

［略］ ［同左］

赤色の灯火 ［(１)～(３) 略］ 赤色の灯火 ［(１)～(３) 同左］

(４) 交差点で既に右折している車や路面電車は (４) 交差点で既に右折している車や路面電車は

、右折方向の信号が赤でもそのまま進むこと 、右折方向の信号が赤でもそのまま進むこと

ができます。この場合、その車や路面電車は ができます。この場合、その車や路面電車は

、青色の灯火に従つて進んで来る車や路面電 、青色の灯火に従つて進んで来る車や路面電

車の進行を妨げてはいけません。ただし、特 車の進行を妨げてはいけません。ただし、軽

定小型原動機付自転車、軽車両や二段階の右 車両や二段階の右折方法により右折する原動

折方法により右折する一般原動機付自転車は 機付自転車は、右折方向の信号が赤のときは

、右折方向の信号が赤のときは、その右折し 、その右折している地点で停止していなけれ

ている地点で停止していなければなりません ばなりません。

。

人の形の記 (１) ［略］ 人の形の記 (１) ［同左］

号がある青 (２) 横断歩道を進行する特例特定小型原動機付 号がある青 (２) 横断歩道を進行する普通自転車は、直進し

色の灯火 自転車と普通自転車は、直進し、左折するこ 色の灯火 、左折することができます。右折するときは

とができます。右折するときは、右折する地 、右折する地点まで直進し、その地点で向き

点まで直進し、その地点で向きを変えること を変えることまでできます。

までできます。

人の形の記 (１) ［略］ 人の形の記 (１) ［同左］

号がある青 (２) 横断歩道を進行しようとする特例特定小型 号がある青 (２) 横断歩道を進行しようとする普通自転車は

色の灯火の 原動機付自転車と普通自転車は、横断を始め 色の灯火の 、横断を始めてはいけません。



点滅 てはいけません。 点滅

人の形の記 (１) ［略］ 人の形の記 (１) ［同左］

号がある赤 (２) 横断歩道を進行しようとする特例特定小型 号がある赤 (２) 横断歩道を進行しようとする普通自転車は

色の灯火 原動機付自転車と普通自転車は、横断を始め 色の灯火 、横断を始めてはいけません。

てはいけません。

青色の灯火 車は、黄色の灯火や赤色の灯火の信号であつ 青色の灯火 車は、黄色の灯火や赤色の灯火の信号であつ

の矢印 ても矢印の方向に進むことができます（右向き の矢印 ても矢印の方向に進むことができます（右向き

の矢印の場合には、転回することもできます。 の矢印の場合には、転回することもできます。

）。しかし、右向きの矢印の場合には、特定小 ）。しかし、右向きの矢印の場合には、軽車両

型原動機付自転車、軽車両や二段階の右折方法 や二段階の右折方法により右折する原動機付自

により右折する一般原動機付自転車は進むこと 転車は進むことができません。

ができません。

［略］ ［同左］

備考 ［略］ 備考 ［同左］

(２) 歩行者用の信号機に「歩行者・自転車専用」と表示されてい (２) 歩行者用の信号機に「歩行者・自転車専用」と表示されてい

る場合の信号 る場合の信号

信号の種類 信 号 の 意 味 信号の種類 信 号 の 意 味

人の形の記 (１) ［略］ 人の形の記 (１) ［同左］

号がある青 (２) 特定小型原動機付自転車と自転車は、直進 号がある青 (２) 自転車は、直進し、左折することができま

色の灯火 し、左折することができます。右折するとき 色の灯火 す。右折するときは、右折する地点まで直進

は、右折する地点まで直進し、その地点で向 し、その地点で向きを変えることまでできま

きを変えることまでできます。 す。

人の形の記 (１) ［略］ 人の形の記 (１) ［同左］



号がある青 (２) 特定小型原動機付自転車と自転車は、横断 号がある青 (２) 自転車は、横断を始めてはいけません。し

色の灯火の を始めてはいけません。しかし、青色の灯火 色の灯火の かし、青色の灯火の点滅に変わつたときに停

点滅 の点滅に変わつたときに停止位置に近づいて 点滅 止位置に近づいていて、安全に停止すること

いて、安全に停止することができない場合は ができない場合は、そのまま進むことができ

、そのまま進むことができます。 ます。

人の形の記 (１) ［略］ 人の形の記 (１) ［同左］

号がある赤 (２) 特定小型原動機付自転車と自転車は、横断 号がある赤 (２) 自転車は、横断を始め、又は停止位置を越

色の灯火 を始め、又は停止位置を越えて進んではいけ 色の灯火 えて進んではいけません。

ません。

(３) 交差点で既に左折している特定小型原動機 (３) 交差点で既に左折している自転車は、左折

付自転車と自転車は、左折方向の信号が赤で 方向の信号が赤でもそのまま進むことができ

もそのまま進むことができます。 ます。

(４) 交差点で既に右折している特定小型原動機 (４) 交差点で既に右折している自転車は、右折

付自転車と自転車は、右折方向の信号が赤の 方向の信号が赤のときはその右折している地

ときはその右折している地点で停止していな 点で停止していなければなりません。

ければなりません。

備考 ［略］ 備考 ［同左］

(３) ［略］ (３) ［同左］

付表３ 標識・標示の種類 付表３ 標識・標示の種類

(１) 標識 (１) 標識

ア 規制標識 ア 規制標識

種類 番号 表示する意味 色 種類 番号 表示する意味 色

［略］ ［同左］

二輪の自動車・一般 ７ 二輪の自動車及び一 同上 二輪の自動車・原動 ７ 二輪の自動車と原動 同上



原動機付自転車通行 般原動機付自転車の 機付自転車通行止め 機付自転車の通行止

止め 通行止め め

［略］ ［同左］

特定小型原動機付自 ９ 特定小型原動機付自 同上 自転車通行止め ９ 自転車の通行止め 同上

転車・自転車通行止 転車及び自転車の通

め 行止め

［略］ ［同左］

特定小型原動機付自 28 (１) 自転車道や自転 同上 自転車専用 28 (１) 自転車道や自転 同上

転車・自転車専用 車専用道路（自転 車専用道路（自転

車だけの通行のた 車だけの通行のた

めに設けられた道 めに設けられた道

路）の指定 路）の指定

(２) 特定小型原動機 (２) 普通自転車以外

付自転車及び自転 の車、歩行者及び

車（これらの車両 遠隔操作型小型車

で自転車道を通行 の通行禁止



してはならないも

のを除く。）以外

の車、歩行者及び

遠隔操作型小型車

の通行禁止

普通自転車等及び歩 29 (１) 自転車歩行者専 同上 自転車及び歩行者等 29 (１) 自転車歩行者専 同上

行者等専用 用道路の指定 専用 用道路の指定

(２) 特定小型原動機 (２) 普通自転車以外

付自転車及び自転 の車の通行止め

車（これらの車両

で自転車道を通行

してはならないも

のを除く。）以外

の車の通行止め

(３) 特例特定小型原 (３) 普通自転車が歩

動機付自転車及び 道を通行できるこ

普通自転車が歩道 との指定

を通行できること

の指定

［略］ ［同左］

特定小型原動機付自 31の 標示板の矢印の示す 同上 自転車一方通行 31の 標示板の矢印の示す 同上

転車・自転車一方通 ２ 方向の反対方向に特 ２ 方向の反対方向に自



行 定小型原動機付自転 転車が進行すること

車及び自転車が進行 の禁止

することの禁止

［略］ ［同左］

一般原動機付自転車 35の 一般原動機付自転車 文字、記 原動機付自転車の右 35の 原動機付自転車の二 文字、記

の右折方法（二段階 ２ の二段階の右折方法 号と縁は 折方法（二段階） ２ 段階の右折方法の指 号と縁は

） の指定 白 定 白

地は青 地は青

一般原動機付自転車 35の 一般原動機付自転車 文字と記 原動機付自転車の右 35の 原動機付自転車の小 文字と記

の右折方法（小回り ３ の小回りの右折方法 号は青 折方法（小回り） ３ 回りの右折方法の指 号は青

） の指定 斜めの帯 定 斜めの帯

と枠は赤 と枠は赤

縁と地は 縁と地は

白 白

［略］ ［同左］

備考 ［略］ 備考 ［同左］

イ ［略］ イ ［同左］

［略］ ［同左］

ウ 補助標識 ウ 補助標識

種類 番号 表示する意味 色 種類 番号 表示する意味 色



［略］ ［１～５ ［同左］ ［１～５

駐車余地 74 車が駐車する場合、 略］ 駐車余地 74 自動車が駐車する場 同左］

その右側に空けなけ 合、その右側に空け

ればならない余地 なければならない余

地

［略］ ［同左］

［エ・オ 略］ ［エ・オ 同左］

(２) 標示 (２) 標示

ア 規制標示 ア 規制標示

種類 番号 意味 色 種類 番号 意味 色

［略］ ［同左］

歩行者用路側帯 11 車の駐停車、特例特 同上 歩行者用路側帯 11 車の駐停車、軽車両 同上

定小型原動機付自転 の通行が禁止されて

車及び軽車両の通行 いる路側帯であるこ

が禁止されている路 と

側帯であること

［略］ ［同左］

特例特定小型原動機 21の 特例特定小型原動機 同上 普通自転車歩道通行 21の 普通自転車が歩道を 同上

付自転車・普通自転 ２ 付自転車及び普通自 可 ２ 通行することができ

車歩道通行可 転車が歩道を通行す ること

ることができること



特例特定小型原動機 22 特例特定小型原動機 同上 普通自転車の歩道通 22 普通自転車が歩道を 同上

付自転車・普通自転 付自転車及び普通自 行部分 通行することができ

車の歩道通行部分 転車が歩道を通行す ることと、その場合

ることができること に通行しなければな

と、その場合に通行 らない部分の指定

しなければならない

部分の指定

［略］ ［同左］

イ ［略］ イ ［同左］

［略］ ［同左］

備考 ［略］ 備考 ［同左］

［略］ ［同左］

付表４ 車両の種類と略称 付表４ 車両の種類と略称

略称 車両の種類 略称 車両の種類

［略］ ［同左］

原付 一般原動機付自転車 原付 原動機付自転車

特定原付 特定小型原動機付自転車 ［項を加える。］

特例特定原付 特例特定小型原動機付自転車 ［項を加える。］

二輪 二輪の自動車及び一般原動機付自転車 二輪 二輪の自動車及び原動機付自転車

小二輪 小型二輪車（総排気量については125cc以下 小二輪 小型二輪車（総排気量については125cc以下

、定格出力については1.00キロワット以下の 、定格出力については1.00キロワット以下の

原動機を有する普通自動二輪車）及び一般原 原動機を有する普通自動二輪車）及び原動機

動機付自転車 付自転車

［略］ ［同左］



備考 ［略］ 備考 ［同左］

備考 表中の［ ］の記載は注記である。
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改 正 後 改 正 前

第１章 交通安全教育を行う者の基本的な心構え 第１章 交通安全教育を行う者の基本的な心構え

交通安全教育を行う者は、これを効果的かつ適切に行うため、以 ［同左］

下の事項に留意する必要がある。

［１～３ 略］ ［１～３ 同左］

４ 参加・体験・実践型の教育手法の活用 ４ 参加・体験・実践型の教育手法の活用

受講者が、安全に道路を通行するために必要な技能及び知識を 受講者が、安全に道路を通行するために必要な技能及び知識を

体験に基づいて習得し、その必要性を理解できるようにするため 体験に基づいて習得し、その必要性を理解できるようにするため

、参加・体験・実践型の教育手法を積極的に活用することが必要 、参加・体験・実践型の教育手法を積極的に活用することが必要

である。例えば、実際に道路外のコースで自動車、原動機付自転 である。例えば、実際に道路外のコースで自動車等（自動車及び

車若しくは自転車を運転させ、又は歩行者としてコースを通行さ 原動機付自転車をいう。以下同じ。）若しくは自転車を運転させ

せることにより、技能及び知識の習得の程度を認識させたり、実 、又は歩行者としてコースを通行させることにより、技能及び知

験により自動車の死角、内輪差（右左折する場合又はカーブを通 識の習得の程度を認識させたり、実験により自動車の死角、内輪

行する場合に後輪が前輪より内側を通ることによる前後輪の軌跡 差（右左折する場合又はカーブを通行する場合に後輪が前輪より

の差をいう。以下同じ。）、制動距離、シートベルトの効果等を 内側を通ることによる前後輪の軌跡の差をいう。以下同じ。）、

確認させたり、ビデオ等の視聴覚教材又は運転シミュレーターを 制動距離、シートベルトの効果等を確認させたり、ビデオ等の視

用いて交通事故の発生する状況等を間接的又は擬似的に体験させ 聴覚教材又は運転シミュレーターを用いて交通事故の発生する状

たりするなど、様々な工夫をすることが望ましい。 況等を間接的又は擬似的に体験させたりするなど、様々な工夫を

することが望ましい。

［５～８ 略］ ［５～８ 同左］

第２章 交通安全教育の内容及び方法 第２章 交通安全教育の内容及び方法



第１節 幼児に対する交通安全教育 第１節 幼児に対する交通安全教育

幼児に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため、 ［同左］

２に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりと

し、また、４に定めるところにより幼児の保護者に対して交通安全

教育を実施する。

１ ［略］ １ ［同左］

２ 幼児に対する交通安全教育の内容 ２ ［同左］

［(１)～(３) 略］ ［(１)～(３) 同左］

(４) 自動車及び原動機付自転車に関して知っておくべき事項 (４) 自動車等に関して知っておくべき事項

ア 目標 ア 目標

自動車及び原動機付自転車の基本的な特性及び合図を習得 自動車等の基本的な特性及び合図を習得することにより、

することにより、自動車及び原動機付自転車の動きを予測し 自動車等の動きを予測し、危険を回避して歩行者として安全

、危険を回避して歩行者として安全に道路を通行することが に道路を通行することができるようにする。

できるようにする。

イ 内容 イ ［同左］

(ア) 自動車及び原動機付自転車に関する基本的な事項 (ア) 自動車等に関する基本的な事項

自動車及び原動機付自転車は重量が重く、歩行者に比べ 自動車等は重量が重く、歩行者に比べ道路を通行する速

道路を通行する速度も速いことから、歩行者と自動車及び 度も速いことから、歩行者と自動車等との間で交通事故が

原動機付自転車との間で交通事故が起きると、歩行者が大 起きると、歩行者が大きな被害を受けやすいことを理解さ

きな被害を受けやすいことを理解させ、道路を通行する場 せ、道路を通行する場合は自動車等の動きに十分に注意す

合は自動車及び原動機付自転車の動きに十分に注意するよ るように指導する。

うに指導する。



(イ) 合図 (イ) 合図

自動車及び原動機付自転車の方向指示器及び後退灯によ 自動車等の方向指示器及び後退灯による合図の意味を理

る合図の意味を理解させる。 解させる。

(ウ) 制動距離 (ウ) 制動距離

自動車及び原動機付自転車は急には停止できないこと並 自動車等は急には停止できないこと及び自動車等の速度

びに自動車及び原動機付自転車の速度が速い場合、路面が が速い場合、路面がぬれている場合等には制動距離が長く

ぬれている場合等には制動距離が長くなることを理解させ なることを理解させる。

る。

(エ) 死角及び内輪差の危険 (エ) 死角及び内輪差の危険

自動車及び原動機付自転車の近くで遊んでいたり、立ち 自動車等の近くで遊んでいたり、立ち止まっていたりす

止まっていたりすると、自動車及び原動機付自転車の運転 ると、自動車等の運転者から見えなかったり、自動車等に

者から見えなかったり、自動車及び原動機付自転車に巻き 巻き込まれたりする危険があることを理解させる。

込まれたりする危険があることを理解させる。

(５) ［略］ (５) ［同左］

［３・４ 略］ ［３・４ 同左］

第２節 児童に対する交通安全教育 第２節 児童に対する交通安全教育

児童に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため、 ［同左］

２に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりと

し、また、４に定めるところにより児童の保護者に対しての交通安

全教育を実施する。

１ ［略］ １ ［同左］

２ 児童に対する交通安全教育の内容 ２ ［同左］



(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 歩行者の心得 (２) ［同左］

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ ［同左］

［(ア)・(イ) 略］ ［(ア)・(イ) 同左］

(ウ) 夜間に歩く場合 (ウ) 夜間に歩く場合

夜間は、自動車及び原動機付自転車の運転者から歩行者 夜間は、自動車等の運転者から歩行者がよく見えない場

がよく見えない場合があること等を説明し、道路を横断す 合があること等を説明し、道路を横断する場合及び自動車

る場合並びに自動車及び原動機付自転車と擦れ違う場合に 等と擦れ違う場合には、昼間に比べて一層注意する必要が

は、昼間に比べて一層注意する必要があることを理解させ あることを理解させる。また、運転者から見えやすいよう

る。また、運転者から見えやすいように目立つ色の服装を に目立つ色の服装をしたり、反射材を身に付けたりするこ

したり、反射材を身に付けたりすること及び夜間に信号機 と及び夜間に信号機のない所で横断する場合は、運転者か

のない所で横断する場合は、運転者から横断していること ら横断していることが分かるように、道路照明のある所等

が分かるように、道路照明のある所等のできる限り明るい のできる限り明るい所を選ぶことを指導する。

所を選ぶことを指導する。

(エ) ［略］ (エ) ［同左］

(３) ［略］ (３) ［同左］

(４) 自転車の利用者の心得 (４) ［同左］

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ ［同左］

［(ア)・(イ) 略］ ［(ア)・(イ) 同左］

(ウ) 自転車の点検整備 (ウ) 自転車の点検整備

サドル、ハンドル、ペダル、チェーン、ブレーキ、警音 サドル、ハンドル、ペダル、チェーン、ブレーキ、警音



器、前照灯、尾灯又は反射器材（後部反射器材及び側面反 器、前照灯、尾灯又は反射器材（後部反射器材及び側面反

射器材）、タイヤ等の点検の要領及び具合が悪い場合には 射器材）、タイヤ等の点検の要領及び点検の結果、具合が

整備に出すようにすることを指導する。 悪い場合には整備に出すようにすることを指導する。

［(エ)・(オ) 略］ ［(エ)・(オ) 同左］

(カ) 走行上の注意 (カ) ［同左］

ａ 理解させるべき事項 ａ ［同左］

走行上の注意として以下の事項を理解させる。 ［同左］

［(ａ)～(ｄ) 略］ ［(ａ)～(ｄ) 同左］

(ｅ) 普通自転車で歩道を通行する場合は、原則として直 (ｅ) 普通自転車で歩道を通行する場合は、原則として直

ちに停止できるような速度で徐行し、歩行者の通行を ちに停止できるような速度で徐行し、歩行者の通行を

妨げるおそれのある場合は一時停止をしなければなら 妨げるおそれのある場合は一時停止をしなければなら

ず、歩道は歩行者優先であること。 ないこと。

ｂ 指導すべき事項 ｂ ［同左］

走行上の注意として以下の事項を指導する。 ［同左］

［(ａ)～(ｄ) 略］ ［(ａ)～(ｄ) 同左］

(ｅ) 歩道で他の特例特定小型原動機付自転車（道路交通 (ｅ) 歩道で他の自転車と行き違う場合は、速度を落とし

法第17条の２第１項に規定する特例特定小型原動機付 ながら安全な間隔を保ち、歩行者に十分注意して、対

自転車をいう。以下同じ。）及び普通自転車と行き違 向する自転車を右に見ながらよけること。

う場合は、速度を落としながら安全な間隔を保ち、歩

行者に十分注意して、対向する特例特定小型原動機付

自転車及び普通自転車を右に見ながらよけること。

(ｆ) 携帯電話の通話又は操作をしたり、傘を差したり、 (ｆ) 携帯電話の通話若しくは操作をしたり、傘を差した

物を担いだりすることによる片手での走行及びヘッド り、物を担いだりすることによる片手での走行又はヘ



ホンの使用等による周囲の音が十分聞こえないような ッドホンの使用等による周囲の音が十分聞こえないよ

状態での走行をしないようにすること。 うな状態での走行をしないようにすること。

(ｇ) ［略］ (ｇ) ［同左］

［(キ)・(ク) 略］ ［(キ)・(ク) 同左］

(ケ) 自転車を駐車する場合の注意 (ケ) 自転車を駐車する場合の注意

自転車を駐車する場合は、自転車等駐車場に置くように 自転車を駐車する場合は、自転車駐車場に置くようにす

するなどして、歩行者及び他の車両等の通行を妨げないよ るなどして、歩行者及び他の車両等の通行を妨げないよう

うに指導する。 に指導する。

(５) 自動車及び原動機付自転車に関して知っておくべき事項 (５) 自動車等に関して知っておくべき事項

ア 目標 ア 目標

自動車及び原動機付自転車の基本的な特性及び合図を習得 自動車等の基本的な特性及び合図を習得することにより、

することにより、自動車及び原動機付自転車の動きを予測し 自動車等の動きを予測し、危険を回避して歩行者等として安

、危険を回避して歩行者等として安全に道路を通行すること 全に道路を通行することができるようにする。

ができるようにする。

イ 内容 イ 内容

第２章第１節２(３)イの事項を再確認させるとともに、自動 第２章第１節２(３)イの事項を再確認させるとともに、自動

車及び原動機付自転車による交通事故の際の衝撃力の大きさ 車等による交通事故の際の衝撃力の大きさ、自動車等の速度

、自動車及び原動機付自転車の速度が速い場合等に制動距離 が速い場合等に制動距離が長くなる理由、自動車等の死角及

が長くなる理由、自動車及び原動機付自転車の死角及び内輪 び内輪差が発生する理由等を具体的に説明し、自動車等の特

差が発生する理由等を具体的に説明し、自動車及び原動機付 性について児童の理解を深めさせる。

自転車の特性について児童の理解を深めさせる。

(６) ［略］ (６) ［同左］

［３・４ 略］ ［３・４ 同左］



第３節 中学生に対する交通安全教育 第３節 中学生に対する交通安全教育

中学生に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため ［同左］

、２に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりと

する。

１ 中学生に対する交通安全教育の目的 １ 中学生に対する交通安全教育の目的

中学生は、通学等の手段として自転車を利用する機会が多く、 中学生は、通学等の手段として自転車を利用する機会が多く、

自転車乗用中に交通事故に遭うことが多い。また、自動車及び原 自転車乗用中に交通事故に遭うことが多い。また、自動車等に対

動機付自転車に対する関心が高まり、道路交通についての理解も する関心が高まり、道路交通についての理解も深まるなど社会人

深まるなど社会人として本格的に交通社会に参加していくための として本格的に交通社会に参加していくための準備段階にある。

準備段階にある。

そこで、中学生に対する交通安全教育においては、自転車で安 そこで、中学生に対する交通安全教育においては、自転車で安

全に道路を通行するために必要な技能及び知識を十分に習得させ 全に道路を通行するために必要な技能及び知識を十分に習得させ

るとともに、道路を通行する場合は、思いやりを持って、自己の るとともに、道路を通行する場合は、思いやりを持って、自己の

安全のみならず他の人々の安全にも配慮できるようにすることを 安全のみならず他の人々の安全にも配慮できるようにすることを

目的とする。 目的とする。

２ 中学生に対する交通安全教育の内容 ２ ［同左］

［(１)・(２) 略］ ［(１)・(２) 同左］

(３) 自転車の利用者の心得 (３) ［同左］

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ ［同左］

(ア) 自転車の正しい乗り方の実践 (ア) 自転車の正しい乗り方の実践

13歳以上の者は、道路標識等により普通自転車が歩道を 13歳以上の者は、道路標識等により普通自転車が歩道を



通行できることとされている場合及び安全を確保するため 通行できることとされている場合及び安全を確保するため

普通自転車が歩道を通行することがやむを得ない場合のほ 普通自転車が歩道を通行することがやむを得ない場合のほ

かは、車道又は自転車道の左端を通行しなければならない かは、車道又は自転車道の左端を通行しなければならない

ことを理解させる。あわせて、普通自転車で歩道を通行す ことを理解させる。また、自転車乗用中の中学生が当事者

る場合は、原則として直ちに停止できるような速度で徐行 である交通事故の発生原因を、交通事故の実例を挙げるな

し、歩行者の通行を妨げるおそれがある場合は一時停止を どして説明し、交通ルールを遵守しなかった場合の危険性

しなければならず、歩道は歩行者優先であることを理解さ について理解させるとともに、自転車の正しい乗り方につ

せる。また、自転車乗用中の中学生が当事者である交通事 いて、交差点の通行の仕方等の第２章第２節２(４)イの事項

故の発生原因を、交通事故の実例を挙げるなどして説明し を再確認させ、実際に道路を通行する場合には確実に実践

、交通ルールを遵守しなかった場合の危険性について理解 することができるように指導する。特に、体格に合わない

させるとともに、自転車の正しい乗り方について、交差点 自転車に乗ること、傘を差したり、携帯電話の通話又は操

の通行の仕方等の第２章第２節２(４)イの事項を再確認させ 作をしたりしながら走行すること、二人乗りで走行するこ

、実際に道路を通行する場合には確実に実践することがで と、ヘッドホンの使用等による周囲の音が十分聞こえない

きるように指導する。特に、体格に合わない自転車に乗る ような状態で走行すること等の危険性を考えさせ、これら

こと、傘を差したり、携帯電話の通話又は操作をしたりし の行為が交通事故の発生原因となることを理解させる。さ

ながら走行すること、二人乗りで走行すること、ヘッドホ らに、交通事故が発生した場合の乗車用ヘルメットの被害

ンの使用等による周囲の音が十分聞こえないような状態で 軽減効果を理解させるとともに、自転車に乗車する場合は

走行すること等の危険性を考えさせ、これらの行為が交通 乗車用ヘルメットを着用するよう努めなければならないこ

事故の発生原因となることを理解させる。さらに、交通事 とを理解させ、乗車用ヘルメットを着用するように指導す

故が発生した場合の乗車用ヘルメットの被害軽減効果を理 る。

解させるとともに、自転車に乗車する場合は乗車用ヘルメ

ットを着用するよう努めなければならないことを理解させ

、乗車用ヘルメットを着用するように指導する。



(イ) 自転車の点検整備 (イ) 自転車の点検整備

点検整備を怠った自転車に乗ることの危険性を説明し、 点検整備を怠った自転車に乗ることの危険性を説明し、

教則第３章第２節２を参照して確実に自転車を点検するこ 教則第３章第１節２を参照して確実に自転車を点検するこ

とができるように指導する。 とができるように指導する。

(４) 自動車及び原動機付自転車に関して知っておくべき事項 (４) 自動車等に関して知っておくべき事項

ア 目標 ア 目標

自動車及び原動機付自転車の特性に関し、理解を深めさせ 自動車等の特性に関し、理解を深めさせることにより、自

ることにより、自動車及び原動機付自転車の動きを予測し、 動車等の動きを予測し、危険を回避して歩行者又は自転車の

危険を回避して歩行者又は自転車の利用者として安全に道路 利用者として安全に道路を通行することができるようにする

を通行することができるようにするとともに、自動車に安全 とともに、自動車に安全に乗車することができるように指導

に乗車することができるように指導する。また、16歳になる する。また、16歳になると普通二輪免許等の取得が可能にな

と普通二輪免許等の取得が可能になることを踏まえ、運転免 ることを踏まえ、運転免許制度等についても理解させる。

許制度等についても理解させる。

イ 内容 イ ［同左］

(ア) 自動車及び原動機付自転車の特性 (ア) 自動車等の特性

自動車及び原動機付自転車の速度と制動距離の関係、死 自動車等の速度と制動距離の関係、死角、内輪差等の特

角、内輪差等の特性について理解を深めさせるとともに、 性について理解を深めさせるとともに、自動車等のこれら

自動車及び原動機付自転車のこれらの特性に起因する交通 の特性に起因する交通事故の実例等を用いて、安全な歩き

事故の実例等を用いて、安全な歩き方及び自転車の安全な 方及び自転車の安全な乗り方を話合い等を通じて考えさせ

乗り方を話合い等を通じて考えさせ、実践することができ 、実践することができるように指導する。

るように指導する。

(イ) ［略］ (イ) ［同左］

(ウ) 将来の運転者としての心得 (ウ) 将来の運転者としての心得



運転免許制度の意義、運転免許（以下「免許」という。 運転免許制度の意義、運転免許（以下「免許」という。

）の区分、取得年齢、取得方法等の基本的な知識及び特定 ）の区分、取得年齢、取得方法等の基本的な知識を理解さ

小型原動機付自転車（道路交通法第17条第３項に規定する せるとともに、暴走行為（集団で走行する場合に行われる

特定小型原動機付自転車をいう。以下同じ。）を運転する ジグザグ運転、巻き込み運転等の他の車両に危険を生じさ

ことが可能となる年齢を理解させるとともに、暴走行為（ せたり、迷惑を及ぼしたりする行為をいう。以下同じ。）

集団で走行する場合に行われるジグザグ運転、巻き込み運 、騒音運転等（著しく他人に迷惑を及ぼす騒音を生じさせ

転等の他の車両に危険を生じさせたり、迷惑を及ぼしたり るような急発進、急加速及び空吹かしをいう。以下同じ。

する行為をいう。以下同じ。）、騒音運転等（著しく他人 ）、無免許運転等の反社会性、危険性、罰則等について説

に迷惑を及ぼす騒音を生じさせるような急発進、急加速及 明し、将来の自動車等の運転者としての自覚を持たせるよ

び空吹かしをいう。以下同じ。）、無免許運転等の反社会 うに指導する。

性、危険性、罰則等について説明し、将来の自動車及び原

動機付自転車の運転者としての自覚を持たせるように指導

する。

(５) ［略］ (５) ［同左］

３ 中学生に対する交通安全教育を実施するに当たって配慮すべき ３ ［同左］

事項

［(１)～(３) 略］ ［(１)～(３) 同左］

(４) 保護者との連携 (４) 保護者との連携

中学生は自転車乗用中に交通事故に遭うことが多く、また、 中学生は自転車乗用中に交通事故に遭うことが多く、また、

自動車及び原動機付自転車に対する関心が高まる時期にあるこ 自動車等に対する関心が高まる時期にあることを踏まえ、日常

とを踏まえ、日常接する機会の多い父母等の保護者が、中学生 接する機会の多い父母等の保護者が、中学生の道路交通の安全

の道路交通の安全を確保するため、適切な助言及び指導を行う を確保するため、適切な助言及び指導を行うことが重要である

ことが重要である。 。



そこで、指導者は、保護者に対する啓発用の資料を配布し、 そこで、指導者は、保護者に対する啓発用の資料を配布し、

日常生活において交通安全教育を実施するように働き掛けるな 日常生活において交通安全教育を実施するように働き掛けるな

ど、連携を図るように努めることが必要である。 ど、連携を図るように努めることが必要である。

第４節 高校生に対する交通安全教育 第４節 高校生に対する交通安全教育

高校生に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため ［同左］

、２に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりと

する。

１ 高校生に対する交通安全教育の目的 １ 高校生に対する交通安全教育の目的

高校生は、自動車等（自動車及び一般原動機付自転車（道路交 高校生は、自動車等の免許を取得することが可能な年齢に達し

通法第18条第１項に規定する一般原動機付自転車をいう。以下同 、自動車等の運転者として交通社会に参加することができるよう

じ。）をいう。以下同じ。）の免許を取得したり、特定小型原動 になり、それぞれの通行の態様に応じて、社会的な責任を持ち、

機付自転車を運転したりすることが可能な年齢に達し、自動車及 交通ルールを遵守し、交通マナーを実践して道路を通行すること

び原動機付自転車の運転者として交通社会に参加することができ が求められる。また、高校生の二輪車事故（大型自動二輪車、普

るようになり、それぞれの通行の態様に応じて、社会的な責任を 通自動二輪車又は原動機付自転車乗車中の交通事故をいう。以下

持ち、交通ルールを遵守し、交通マナーを実践して道路を通行す 同じ。）及び自転車乗用中の交通事故が多く発生しており、この

ることが求められる。また、高校生の二輪車事故（大型自動二輪 ような交通事故を防止する必要がある。

車、普通自動二輪車又は一般原動機付自転車乗車中の交通事故を

いう。以下同じ。）及び自転車乗用中の交通事故が多く発生して

おり、このような交通事故を防止する必要がある。

そこで、高校生に対する交通安全教育においては、二輪車（大 そこで、高校生に対する交通安全教育においては、二輪車（大

型自動二輪車、普通自動二輪車及び一般原動機付自転車をいう。 型自動二輪車、普通自動二輪車及び原動機付自転車をいう。以下

以下同じ。）及び特定小型原動機付自転車の運転者並びに自転車 同じ。）の運転者及び自転車の利用者として安全に道路を通行す



の利用者として安全に道路を通行するために必要な技能及び知識 るために必要な技能及び知識を習得させるとともに、交通社会の

を習得させるとともに、交通社会の一員として責任を持って行動 一員として責任を持って行動することができるような健全な社会

することができるような健全な社会人を育成することを目的とす 人を育成することを目的とする。

る。

２ 高校生に対する交通安全教育の内容 ２ ［同左］

(１) 基本的な心得 (１) ［同左］

ア 目標 ア 目標

高校生が当事者である交通事故の発生状況を説明し、交通 高校生が当事者である交通事故の発生状況を説明し、交通

安全に対する意識を高めさせるとともに、自動車及び原動機 安全に対する意識を高めさせるとともに、自動車等の運転者

付自転車の運転者として交通社会に参加することができる年 として交通社会に参加することができる年齢に達することを

齢に達することを踏まえ、社会的な責任を持って行動するた 踏まえ、社会的な責任を持って行動するために必要となる基

めに必要となる基本的な心得を習得させる。 本的な心得を習得させる。

イ 内容 イ ［同左］

［(ア)～(ウ) 略］ ［(ア)～(ウ) 同左］

(エ) 運転者の責任 (エ) 運転者の責任

自動車等を運転するためには必要な技能及び知識を習得 自動車等を運転するためには必要な技能及び知識を習得

しなければならず、また、運転中は常に危険を予測し、こ しなければならず、また、運転中は常に危険を予測し、こ

れを回避しなければならないことから、自動車等を運転す れを回避しなければならないことから、自動車等を運転す

るには免許という資格を要すること、自動車及び原動機付 るには免許という資格を要し、高度の注意義務を伴うもの

自転車の運転には高度の注意義務を伴うものであること並 であること及び注意義務を怠るなど交通ルールを遵守しな

びに注意義務を怠るなど交通ルールを遵守しないことによ いことにより交通事故を起こすと民事上、刑事上及び行政

り交通事故を起こすと民事上、刑事上及び行政上の責任を 上の責任を負わなければならないことを理解させる。また

負わなければならないことを理解させる。また、騒音運転 、騒音運転等、暴走行為等の反社会的行為をしないこと等



等、暴走行為等の反社会的行為をしないこと等の運転者と の運転者となった場合に遵守しなければならない事項を理

なった場合に遵守しなければならない事項を理解させる。 解させる。

(オ) ［略］ (オ) ［同左］

［(２)・(３) 略］ ［(２)・(３) 同左］

(４) 特定小型原動機付自転車の運転者の心得 ［加える。］

ア 目標

基本的な交通ルール等を習得することにより、安全に特定

小型原動機付自転車を利用して道路を通行することができる

ようにする。

イ 内容

(ア) 特定小型原動機付自転車に関する基本的な事項

道路交通法上、特定小型原動機付自転車は車両の一種で

あり、道路を通行する場合は車両として交通ルールを遵守

し、交通マナーを実践しなければならないことを理解させ

る。また、特定小型原動機付自転車に乗る練習をするとき

は道路外の安全な場所を利用するとともに、特定小型原動

機付自転車に関する交通ルール等を理解し、安全に乗れる

ようになるまでは道路を通行しないように指導する。

(イ) 特定小型原動機付自転車に乗るに当たっての心得

二人乗り等の危険な乗り方をしないこと、16歳未満の人

に特定小型原動機付自転車を貸さないこと、特定小型原動

機付自転車に荷物を積む場合は、積載するための場所以外

の場所に積載物を積まないようにすること、目立つ色の服



装をすること及び乗車用ヘルメット、反射材用品等を着用

することを指導する。

(ウ) 特定小型原動機付自転車の点検整備

ハンドル、ブレーキ、警音器、灯火装置、後部反射器、

タイヤ等の点検の要領及び具合が悪い場合には整備に出す

ようにすることを指導する。

(エ) 特定小型原動機付自転車の正しい乗り方

安全な発進及び停止の方法、正しい乗車姿勢、右左折す

る場合は早めに合図をすること並びに両手でハンドルを確

実に握ることを指導する。また、片手運転をしてはならな

いことを理解させる。

(オ) 特定小型原動機付自転車の通る所

特定小型原動機付自転車の通る所に関して以下の事項を

理解させる。

ａ 特定小型原動機付自転車は原則として車道又は自転車

道の左端に沿って通行しなければならないこと。

ｂ 特例特定小型原動機付自転車は、道路の中央から左の

部分に設けられた路側帯を通行することができること。

ｃ 道路標識等により特例特定小型原動機付自転車が歩道

を通行することができることとされているときは、特例

特定小型原動機付自転車は歩道を通行することができる

が、警察官又は交通巡視員が歩道を通行してはならない

旨を指示した場合はその指示に従わなければならないこ



と。

ｄ 横断中の歩行者がいないなど歩行者の通行を妨げるお

それのない場合を除き、横断歩道を特例特定小型原動機

付自転車に乗ったまま通行してはならないこと。

(カ) 走行上の注意

ａ 理解させるべき事項

走行上の注意として以下の事項を理解させる。

(ａ) 天候、時間帯、交通の状況等に応じた安全な速度で

走行しなければならないこと。

(ｂ) 交差点、踏切の手前等で車両等の前に割り込んだり

、これらの間を縫って前に出たりしてはならないこと

。

(ｃ) 特例特定小型原動機付自転車で路側帯を通行する場

合は歩行者の通行を妨げてはならないこと。

(ｄ) 特例特定小型原動機付自転車で歩道を通行する場合

は、原則として直ちに停止できるような速度で徐行し

、歩行者の通行を妨げるおそれのある場合は一時停止

をしなければならず、歩道は歩行者優先であること。

(ｅ) 歩道等でみだりに警音器を鳴らしてはならないこと

。

(ｆ) 夜間等には前照灯をつけなければならないこと。

ｂ 指導すべき事項

走行上の注意として以下の事項を指導する。



(ａ) 側方や後方の車両等の動きに十分注意しながら通行

すること。

(ｂ) 近くに横断歩道等がない場合で横断又は転回をしよ

うとするときは、道路がよく見渡せる所を探して、安

全を確認してから横断又は転回を始めること。

(ｃ) 道路を斜めに横断しないようにすること。

(ｄ) 歩道から車道へ及び車道から歩道への乗り入れは、

車道又は歩道の状況について安全を確かめ、最高速度

の設定を切り替えてから行うこと。

(ｅ) 歩道で他の特例特定小型原動機付自転車や普通自転

車と行き違う場合は、速度を落としながら安全な間隔

を保ち、歩行者に十分注意して、対向する特例特定小

型原動機付自転車や普通自転車を右に見ながらよける

こと。

(ｆ) 携帯電話の通話又は操作をしたり、傘を差したり、

物を担いだりすることによる片手での走行及びヘッド

ホンの使用等による周囲の音が十分聞こえないような

状態での走行をしないようにすること。

(ｇ) 走行中にブレーキ、前照灯等が故障した場合、凍り

付いた道路を通行する場合及び風雨の強い場合は、特

定小型原動機付自転車を押して通行すること。

(キ) 交差点の通行の仕方

ａ 基本的事項



信号機のある交差点においては、信号機の信号に従っ

て通行しなければならないこと並びに「歩行者・自転車

専用」と表示されている歩行者用信号機がある場合及び

特例特定小型原動機付自転車で横断歩道を進行する場合

は、歩行者用信号機の信号に従わなければならないこと

を理解させる。

信号機のない交差点において、一時停止を示す標識が

ある場合は、一時停止をして安全を確認しなければなら

ないことを理解させる。また、このような場合以外でも

、交差点（環状交差点を除く。）においては、交通量の

少ない場所でも飛び出しをせずに、安全を十分に確認し

、速度を落として通行するように指導するとともに、環

状交差点においては、環状交差点を通行する車両等が優

先することから、環状交差点に入るときは、安全を十分

に確認し、徐行するように指導する。

ｂ 右左折等の仕方

右左折並びに環状交差点における直進及び転回の方法

並びに合図について理解させる。

(ク) 歩行者及び他の車両に対する注意

ａ 理解させるべき事項

歩行者及び他の車両に対する注意として以下の事項を

理解させる。

(ａ) 特例特定小型原動機付自転車で歩道を通る場合は直



ちに停止できるような速度で徐行（普通自転車通行指

定部分がある歩道において、その部分を通行し、又は

通行しようとする歩行者がいない場合は直ちに徐行に

移ることができるような速度で進行）し、歩行者の通

行を妨げることとなる場合は一時停止をしなければな

らないこと。

(ｂ) 特例特定小型原動機付自転車で路側帯を通る場合及

び特定小型原動機付自転車が通行することができる歩

行者用道路を通る場合は歩行者の通行を妨げないよう

注意し、特に歩行者用道路では直ちに停止できるよう

な速度で徐行しなければならないこと。

(ｃ) 車道を通行する特定小型原動機付自転車が横断歩道

に近づいた場合は、横断する歩行者がいないことが明

らかな場合のほかは、その手前で停止できるように速

度を落として進行しなければならないこと。

(ｄ) 歩行者が横断している場合又は横断しようとしてい

る場合は、横断歩道の手前（停止線がある場合は、そ

の手前）で一時停止をして歩行者に道を譲らなければ

ならないこと。

(ｅ) 幼児若しくは児童が独り歩きしている場合又は高齢

者若しくは身体の不自由な人が歩いている場合は、危

険のないように一時停止し、又は直ちに停止できるよ

うな速度で徐行しなければならないこと。



ｂ 指導すべき事項

停車又は駐車中の自動車の側方を通行する場合は、急

なドアの開放、自動車の陰からの歩行者の飛び出し等に

十分に注意することを指導する。

(ケ) 特定小型原動機付自転車を駐車する場合の注意

特定小型原動機付自転車を駐車する場合は、自転車等駐

車場に置くようにするなどして、歩行者及び他の車両等の

通行を妨げないように指導する。

(５) ［略］ (４) ［同左］

(６) 交通事故の場合の措置 (５) ［同左］

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ 内容

第２章第３節２(５)イの事項を再確認させるとともに、高校 第２章第３節２(５)イの事項を再確認させるとともに、高校

生は、自動車等の免許を取得すること及び特定小型原動機付 生は、自動車等の免許を取得することが可能な年齢に達する

自転車を運転することが可能な年齢に達することから、運転 ことから、運転者として交通事故の当事者となった場合は、

者として交通事故の当事者となった場合は、負傷者の救護、 負傷者の救護、事故車両の移動等の現場で必要な措置をとり

事故車両の移動等の現場で必要な措置をとり、警察官に報告 、警察官に報告する義務があることについて、その趣旨及び

する義務があることについて、その趣旨及び必要な措置の具 必要な措置の具体的な実施要領を重点的に指導する。

体的な実施要領を重点的に指導する。

３ 高校生に対する交通安全教育を実施するに当たって配慮すべき ３ ［同左］

事項

(１) 指導者の基本的な心構え (１) 指導者の基本的な心構え

高校生は、自動車等の免許を取得すること及び特定小型原動 高校生は、自動車等の免許を取得することが可能な年齢に達



機付自転車を運転することが可能な年齢に達することから、指 することから、指導者は、あらかじめ免許の取得状況を把握す

導者は、あらかじめ免許の取得状況を把握するなどして受講者 るなどして受講者の通行の態様に応じた交通安全教育を実施す

の通行の態様に応じた交通安全教育を実施する必要がある。 る必要がある。

(２) ［略］ (２) ［同左］

(３) 適切な場所及び人数の設定 (３) 適切な場所及び人数の設定

二輪車又は特定小型原動機付自転車を用いて実技訓練を行う 二輪車を用いて実技訓練を行う場合は、事故を防止するため

場合は、事故を防止するために必要な広さの場所を確保すると に必要な広さの場所を確保するとともに、事前に指導者が実技

ともに、事前に指導者が実技訓練を行おうとする場所において 訓練を行おうとする場所において使用する二輪車を運転して安

使用する二輪車又は特定小型原動機付自転車を運転して安全を 全を確認したり、使用する二輪車の点検を行ったりするなど、

確認したり、使用する二輪車又は特定小型原動機付自転車の点 安全を確保するために十分な対策を講ずる必要がある。また、

検を行ったりするなど、安全を確保するために十分な対策を講 実技訓練に用いる二輪車の数に限りがあっても、受講者全員が

ずる必要がある。また、実技訓練に用いる二輪車又は特定小型 教育に参加することができるよう、適切な人数を設定すること

原動機付自転車の数に限りがあっても、受講者全員が教育に参 が必要である。

加することができるよう、適切な人数を設定することが必要で

ある。

(４) ［略］ (４) ［同左］

(５) 保護者との連携 (５) 保護者との連携

父母等の保護者が、高校生は自動車等の免許を取得すること 父母等の保護者が、高校生は自動車等の免許を取得すること

及び特定小型原動機付自転車を運転することが可能な年齢に達 が可能な年齢に達することを踏まえ、二輪車の運転等について

することを踏まえ、二輪車及び特定小型原動機付自転車の運転 の学校の指導方針を理解し、免許取得時、二輪車の購入時等に

等についての学校の指導方針を理解し、免許取得時、二輪車又 適切な助言及び指導を行うことが重要である。

は特定小型原動機付自転車の購入時等に適切な助言及び指導を

行うことが重要である。



そこで、指導者は、保護者に対する啓発用の資料を配付し、 そこで、指導者は、保護者に対する啓発用の資料を配付し、

高校生の免許取得時、二輪車又は特定小型原動機付自転車の購 高校生の免許取得時、二輪車の購入時等に、保護者として必要

入時等に、保護者として必要な交通安全教育を実施するように な交通安全教育を実施するように働き掛けるなど、連携を図る

働き掛けるなど、連携を図るように努めることが必要である。 ように努めることが必要である。

第５節 成人に対する交通安全教育 第５節 成人に対する交通安全教育

１ ［略］ １ ［同左］

２ 免許取得後の交通安全教育 ２ ［同左］

免許取得後の交通安全教育は、(１)に定める目的を達成するため ［同左］

、(２)に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は(３)に定めるとおり

とする。

(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 免許取得後の交通安全教育の内容 (２) ［同左］

ア 四輪車の運転者に対する交通安全教育 ア ［同左］

(ア) ［略］ (ア) ［同左］

(イ) 危険の予測と回避 (イ) ［同左］

ａ 目標 ａ 目標

自動車を安全に運転するために必要な、道路における 自動車を安全に運転するために必要な、道路における

危険を予測し、これを回避する意識及び能力を向上させ 危険を予測し、これを回避する意識及び能力を向上させ

る。また、歩行者、自転車の利用者、特定小型原動機付 る。また、歩行者、自転車の利用者、二輪車の運転者、

自転車の運転者、二輪車の運転者、自動運行装置を使っ 自動運行装置を使っている運転者等の特性を理解させ、

ている運転者等の特性を理解させ、交通事故を防止する 交通事故を防止するため必要な事項を習得させる。

ため必要な事項を習得させる。



ｂ 内容 ｂ ［同左］

(ａ) ［略］ (ａ) ［同左］

(ｂ) 道路を通行する他の者の特性 (ｂ) 道路を通行する他の者の特性

歩行者、自転車の利用者、特定小型原動機付自転車 歩行者、自転車の利用者、二輪車の運転者、自動運

の運転者、二輪車の運転者、自動運行装置を使ってい 行装置を使っている運転者等の特性を、これらの者が

る運転者等の特性を、これらの者が当事者である以下 当事者である以下のような典型的な交通事故の実例等

のような典型的な交通事故の実例等を挙げて説明し、 を挙げて説明し、理解させる。

理解させる。

① ［略］ ① ［同左］

② 自転車の利用者及び特定小型原動機付自転車の運 ② 自転車の利用者

転者

交差点における出会い頭事故等 ［同左］

［③・④ 略］ ［③・④ 同左］

［(ｃ)・(ｄ) 略］ ［(ｃ)・(ｄ) 同左］

［(ウ)～(オ) 略］ ［(ウ)～(オ) 同左］

イ 二輪車の運転者に対する交通安全教育 イ ［同左］

二輪車は、体で安定を保ちながら走り、停止すれば安定を ［同左］

失うという構造上の特性を持っている。また、二人乗りと一

人乗りとでは運転特性に違いがみられる面がある。さらに、

二輪車の動きは他の自動車等の運転者から見えにくい場合が

ある。

そこで、二輪車の運転者に対する交通安全教育においては

、これらの二輪車の特徴を踏まえ、アの四輪車の運転者に対



する交通安全教育の内容のうち二輪車の運転に必要なものに

加え、以下の事項を指導する。

(ア) 運転に関する基本的事項の再教育 (ア) ［同左］

ａ ［略］ ａ ［同左］

ｂ 内容 ｂ ［同左］

［(ａ)～(ｇ) 略］ ［(ａ)～(ｇ) 同左］

(ｈ) 二輪車の運転に関する道路交通法等の法令の規定 (ｈ) 二輪車の運転に関する道路交通法等の法令の規定

一般原動機付自転車の右折方法、二人乗りの禁止に 原動機付自転車の右折方法、二人乗りの禁止に関す

関すること等の二輪車の運転に関する道路交通法等の ること等の二輪車の運転に関する道路交通法等の法令

法令の規定について習得の程度を確認し、必要に応じ の規定について習得の程度を確認し、必要に応じて指

て指導する。 導する。

(イ) 危険の予測と回避 (イ) ［同左］

ａ 目標 ａ 目標

二輪車を安全に運転するために必要な、道路における 二輪車を安全に運転するために必要な、道路における

危険を予測し、これを回避する意識及び能力を向上させ 危険を予測し、これを回避する意識及び能力を向上させ

る。また、歩行者、自転車の利用者、特定小型原動機付 る。また、歩行者、自転車の利用者、四輪車の運転者等

自転車の運転者、四輪車の運転者等の特性について理解 の特性について理解させ、交通事故を防止するために必

させ、交通事故を防止するために必要な事項を習得させ 要な事項を習得させる。

る。

ｂ ［略］ ｂ ［同左］

(３) ［略］ (３) ［同左］

３ ［略］ ３ ［同左］

４ 歩行者並びに自転車の利用者及び特定小型原動機付自転車の運 ４ 歩行者等に対する交通安全教育



転者に対する交通安全教育

歩行者並びに自転車の利用者及び特定小型原動機付自転車の運 歩行者等に対する交通安全教育は、(１)に定める目的を達成する

転者（以下「自転車の利用者等」という。）に対する交通安全教 ため、(２)に定める事項を内容として実施する。

育は、(１)に定める目的を達成するため、(２)に定める事項を内容と

して実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は(３)に定めるとおり なお、この場合において、配慮すべき事項は(３)に定めるとおり

とする。 とする。

(１) 歩行者及び自転車の利用者等に対する交通安全教育の目的 (１) 歩行者等に対する交通安全教育の目的

歩行者及び自転車の利用者等に対する交通安全教育は、交通 歩行者等に対する交通安全教育は、交通安全意識の高揚を図

安全意識の高揚を図るため、道路を通行する者一人一人が交通 るため、道路を通行する者一人一人が交通ルールを遵守し、交

ルールを遵守し、交通マナーを実践する必要があることを再確 通マナーを実践する必要があることを再確認させるとともに、

認させるとともに、周囲の幼児、児童、高齢者等に対して適切 周囲の幼児、児童、高齢者等に対して適切に交通安全教育がで

に交通安全教育ができるようにすることを目的とする。また、 きるようにすることを目的とする。また、免許を受けた者に対

免許を受けた者に対しては、歩行者及び自転車の利用者等の立 しては、歩行者等の立場で交通安全教育を受けることにより、

場で交通安全教育を受けることにより、自動車等を運転する場 自動車等を運転する場合に歩行者等の特性を踏まえて安全に運

合に歩行者及び自転車の利用者等の特性を踏まえて安全に運転 転ができるようにすることを目的とする。

ができるようにすることを目的とする。

(２) 歩行者及び自転車の利用者等に対する交通安全教育の内容 (２) 歩行者等に対する交通安全教育の内容

歩行者及び自転車の利用者等に対する交通安全教育において 歩行者等に対する交通安全教育においては、以下の事項を説

は、以下の事項を説明するなどして、交通ルールを遵守し、交 明するなどして、交通ルールを遵守し、交通マナーを実践する

通マナーを実践することの必要性を再確認させる。また、免許 ことの必要性を再確認させる。また、免許を受けていない、交

を受けていない、交通安全教育の受講経験がない等の理由から 通安全教育の受講経験がない等の理由から、交通ルール等に関

、交通ルール等に関する理解が十分でない者に対しては、歩行 する理解が十分でない者に対しては、歩行者等として安全に道



者及び自転車の利用者等として安全に道路を通行するために習 路を通行するために習得する必要のある事項を教則第２章及び

得する必要のある事項を教則第２章及び第３章の内容に沿って 第３章の内容に沿って指導する。

指導する。

ア ［略］ ア ［同左］

イ 自転車の利用者等の心得 イ 自転車の利用者の心得

［(ア)～(カ) 略］ ［(ア)～(カ) 同左］

ウ ［略］ ウ ［同左］

(３) 歩行者及び自転車の利用者等に対する交通安全教育を実施す (３) 歩行者等に対する交通安全教育を実施するに当たって配慮す

るに当たって配慮すべき事項 べき事項

受講者の年齢、免許の取得状況、運転経歴、自動車及び原動 受講者の年齢、免許の取得状況、運転経歴、自動車等の利用

機付自転車の利用の態様、通行の態様等が様々であることから の態様、通行の態様等が様々であることから、効果的かつ適切

、効果的かつ適切に交通安全教育を行うためには、アンケート に交通安全教育を行うためには、アンケート等を行ってこれら

等を行ってこれらの事項を把握し、最適と思われる教育の内容 の事項を把握し、最適と思われる教育の内容及び方法を設定す

及び方法を設定することが必要である。 ることが必要である。

第６節 高齢者に対する交通安全教育 第６節 高齢者に対する交通安全教育

高齢者に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため ［同左］

、２に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりと

し、また、４に定めるところにより高齢者の家族等に対しての交通

安全教育を実施する。

１ ［略］ １ ［同左］

２ 高齢者に対する交通安全教育の内容 ２ ［同左］

(１) 基本的な心得 (１) ［同左］



ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ 内容

(ア) ［略］ (ア) ［同左］

(イ) 加齢に伴う身体の機能の変化が行動に及ぼす影響 (イ) 加齢に伴う身体の機能の変化が行動に及ぼす影響

加齢に伴い、個人差があるものの、一般的に歩行が遅く 加齢に伴い、個人差があるものの、一般的に歩行が遅く

なること、危険を回避するためにとっさの行動をとること なること、危険を回避するためにとっさの行動をとること

が困難となること、危険の発見及び回避が遅れがちになる が困難となること、危険の発見及び回避が遅れがちになる

こと、歩行並びに自転車、特定小型原動機付自転車及び二 こと、歩行並びに自転車及び二輪車での走行が不安定にな

輪車での走行が不安定になること等の身体の機能の変化が ること等の身体の機能の変化が行動に及ぼす影響を理解さ

行動に及ぼす影響を理解させ、健康診断を受けるなどして せ、健康診断を受けるなどして、身体の機能の変化を客観

、身体の機能の変化を客観的に把握するとともに、道路を 的に把握するとともに、道路を通行する場合には無理をせ

通行する場合には無理をせず、また、安全確認を十分に行 ず、また、安全確認を十分に行うよう指導する。

うよう指導する。

［(ウ)・(エ) 略］ ［(ウ)・(エ) 同左］

(２) 歩行者の心得 (２) ［同左］

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ 内容

［(ア)・(イ) 略］ ［(ア)・(イ) 同左］

(ウ) 安全に道路を通行するために習得する必要のある事項 (ウ) 安全に道路を通行するために習得する必要のある事項

免許を受けていない、交通安全教育の受講経験がない等 免許を受けていない、交通安全教育の受講経験がない等

の理由から、交通ルール等に関する理解が十分でない者に の理由から、交通ルール等に関する理解が十分でない者に

対しては、歩行者として安全に道路を通行するために習得 対しては、歩行者として安全に道路を通行するために習得

する必要のある事項を、教則第２章の内容に沿って指導す する必要のある事項を、教則第２章の内容に沿って指導す



る。 る。

特に、夜間において高齢者が当事者である事故が多く発 特に、夜間において高齢者が当事者である事故が多く発

生していることから、夜間においては、自動車及び原動機 生していることから、夜間においては、自動車等の運転者

付自転車の運転者から暗い色の服装をした歩行者がよく見 から暗い色の服装をした歩行者がよく見えない場合がある

えない場合があること等を説明し、外出する場合は、目立 こと等を説明し、外出する場合は、目立つ色の服装をした

つ色の服装をしたり、反射材を身に付けたりするように指 り、反射材を身に付けたりするように指導する。

導する。

(３) ［略］ (３) ［同左］

(４) 自転車の利用者の心得 (４) ［同左］

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ ［同左］

［(ア)・(イ) 略］ ［(ア)・(イ) 同左］

(ウ) 安全に自転車に乗るために習得する必要のある事項 (ウ) 安全に自転車に乗るために習得する必要のある事項

免許を受けていない、交通安全教育の受講経験がない等 免許を受けていない、交通安全教育の受講経験がない等

の理由から、交通ルール等に関する理解が十分でない者に の理由から、交通ルール等に関する理解が十分でない者に

対しては、安全に自転車に乗るために習得する必要のある 対しては、安全に自転車に乗るために習得する必要のある

事項を、教則第３章の内容に沿って指導する。特に、70歳 事項を、教則第３章の内容に沿って指導する。特に、70歳

以上の者が普通自転車を利用する場合は歩道を通行するこ 以上の者が普通自転車を利用する場合は歩道を通行するこ

とができるが、歩道では原則として直ちに停止できるよう とができるが、歩道では原則として直ちに停止できるよう

な速度で徐行し、歩道は歩行者優先であること、また、警 な速度で徐行し、警察官又は交通巡視員が歩道を通行して

察官又は交通巡視員が歩道を通行してはならない旨を指示 はならない旨を指示した場合はその指示に従わなければな

した場合はその指示に従わなければならないことを理解さ らないことを理解させる。また、交通事故が発生した場合

せる。また、交通事故が発生した場合の乗車用ヘルメット の乗車用ヘルメットの被害軽減効果を理解させるとともに



の被害軽減効果を理解させるとともに、乗車用ヘルメット 、乗車用ヘルメットを着用するよう努めなければならない

を着用するよう努めなければならないことを理解させ、乗 ことを理解させ、乗車用ヘルメットを着用するように指導

車用ヘルメットを着用するように指導する。 する。

(５) 自動車及び原動機付自転車に関して知っておくべき事項 (５) 自動車等に関して知っておくべき事項

ア 目標 ア 目標

自動車及び原動機付自転車の基本的な特性及び合図を習得 自動車等の基本的な特性及び合図を習得することにより、

することにより、歩行者等として自動車及び原動機付自転車 歩行者等として自動車等の動きを予測し、危険を回避して安

の動きを予測し、危険を回避して安全に道路を通行すること 全に道路を通行することができるようにする。

ができるようにする。

イ 内容 イ 内容

自動車及び原動機付自転車の速度と制動距離の関係、死角 自動車等の速度と制動距離の関係、死角、内輪差等の自動

、内輪差等の自動車及び原動機付自転車の特性並びに自動車 車等の特性及び自動車等の右左折、後退時等の合図を理解さ

及び原動機付自転車の右左折、後退時等の合図を理解させる せるとともに、自動車等と歩行者等の間で発生した交通事故

とともに、自動車及び原動機付自転車と歩行者等の間で発生 の実例を挙げて、安全に道路を通行するためにこれらの特性

した交通事故の実例を挙げて、安全に道路を通行するために 及び合図を理解することの必要性について考えさせ、これら

これらの特性及び合図を理解することの必要性について考え の特性及び合図を踏まえて安全に道路を通行することができ

させ、これらの特性及び合図を踏まえて安全に道路を通行す るように指導する。

ることができるように指導する。

(６) 自動車及び原動機付自転車の運転者の心得 (６) 自動車等の運転者の心得

ア ［略］ ア ［同左］

イ 内容 イ 内容

高齢の運転者に対する交通安全教育は、第２章第５節２及 高齢の運転者に対する交通安全教育は、第２章第５節２の

び４（特定小型原動機付自転車の運転者に係る部分に限る。 内容に沿って実施する。



）の内容に沿って実施する。

この場合、受講者が高齢者であることを踏まえて、運転適 この場合、受講者が高齢者であることを踏まえて、運転適

性指導及び運転技能指導を中心に実施することとし、加齢に 性指導及び運転技能指導を中心に実施することとし、加齢に

伴う身体の機能及び運転技能の変化を客観的に把握させ、安 伴う身体の機能及び運転技能の変化を客観的に把握させ、安

全に運転することができるように指導するとともに、高齢の 全に運転することができるように指導するとともに、高齢の

運転者に対する運転免許制度の特例、高齢運転者標識、高齢 運転者に対する運転免許制度の特例、高齢運転者標識、高齢

運転者等専用場所等における駐車の方法等を理解させる。 運転者等専用場所等における駐車の方法等を理解させる。

(７) ［略］ (７) ［同左］

３ 高齢者に対する交通安全教育を実施するに当たって配慮すべき ３ ［同左］

事項

(１) ［略］ (１) ［同左］

(２) 適切な時間数並びに教育の内容及び方法の設定 (２) 適切な時間数並びに教育の内容及び方法の設定

高齢者にとって体力的な負担とならないように、指導事項を 高齢者にとって体力的な負担とならないように、指導事項を

数点に絞り、短時間で効果的に教育を実施するようにする。ま 数点に絞り、短時間で効果的に教育を実施するようにする。ま

た、高齢者は、それまでの通行の態様が様々であることから、 た、高齢者は、それまでの通行の態様が様々であることから、

アンケート等を行って免許の取得状況、自動車及び原動機付自 アンケート等を行って免許の取得状況、自動車等の利用の態様

転車の利用の態様、交通安全教育の受講状況、交通ルール等に 、交通安全教育の受講状況、交通ルール等に関する習得の程度

関する習得の程度等を把握し、これらを踏まえて、交通安全教 等を把握し、これらを踏まえて、交通安全教育の内容及び方法

育の内容及び方法を設定する。 を設定する。

(３) ［略］ (３) ［同左］

４ ［略］ ４ ［同左］

備考 表中の［ ］の記載は注記である。





附

則

こ
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示
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、
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通
法
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一
部
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改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
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規

定
の
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の
日
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年
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一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


